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この製品を安全にご使用いただくために 

 

警告 

 

誤った取扱いをすると死亡または重傷、火災など重大な結果を招く恐れがあります。 

 

１、電源プラグ、コードは 

・指定された電源電圧（AC100V 50/60Hz）以外では使用しないでください。 

・AC 電源（室内電源）の容量を超えて機械を接続し長時間使用すると火災の原因になります。 

・差込みは確実に。ほこりの付着やゆるみは危険です。 

・濡れた手でプラグの抜き差しを行わないでください。 

・抜き差しは必ずプラグを持って行ってください。コードを持って引っ張らないでください。 

・コードは他の機器の電源ケーブルや他のケーブル等にからませないでください。 

・コードの上に重い物を載せないでください。電源がショートし火災の原因になります。 

・機械の取り外しや清掃時等は必ず機械の電源スイッチを OFF にしてからプラグを抜いてください。 

 

２、本体が熱くなったら、焦げ臭いにおいがしたら 

・すぐに電源スイッチを切ってください。ただし、電源回路上、切れない場合があります。その時は電源プラグを正しく抜いてください。

機械の保護回路により電源が切れた場合、あるいはブザーによる警報音がした場合にはすぐに電源スイッチを切るか、電源プラグを

抜いてください。 

・上下に設置されている機械の電源スイッチまたはメインのブレーカーを切ってください。 

・空調設備を確認してください。 

・しばらく、手や体を触れないでください。ファンの停止が考えられます。設置前にファンの取り付け場所を確認しておきファンが停止し

ていないか確認をしてください。５年に一度はファンの交換をおすすめします。 

・機械の通風孔をふさぐような設置をしないでください。熱がこもり火災の原因になります。 

・消火器は必ず１本マシンルームに設置し緊急の場合に取り扱えるようにしてください。 

・弊社にすぐ連絡ください。 

 

３、機械の近くでは飲食やタバコ、火気を取り扱うことは絶対に行わないでください。 

・特にタバコ、火気を取り扱うと電気部品に引火し火災の原因になります。 

・機械の近く、またはマシンルーム等の密閉された室内で可燃性ガスを使用すると引火し火災の原因になります。 

・コーヒーやアルコール類が電気部品にかかりますと危険です。 

 

４、修理等は、ご自分で勝手に行わないでください。 

下記のあやまちにより部品が発火し火災の原因になります。 

・部品の取り付け方法（極性の逆等）を誤ると危険です。 

・電源が入っている時に行うと危険です。 

・規格の異なる部品の交換は危険です。 

！
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５、その他 

・長期に渡ってご使用にならない時は電源スイッチを切り、安全のため電源プラグを抜いてください。 

・重量のある機械は１人で持たないでください。最低２人でかかえてください。腰を痛めるなど、けがのもとになります。 

・ファンが回っている時は手でさわらないでください。必ず停止していることを確かめてから行ってください。 

・車載して使用する時は確実に固定してください。転倒し、けがの原因になります。 

・本体のラックマウントおよびラックの固定はしっかり建物に固定してください。地震などによる災害時危険です。 

また、地震の時は避難の状況によりブレーカーを切るか、火災に結び付かない適切な処置および行動を取ってください。そのために

は日頃、防災対策の訓練を行っておいてください。 

・機械内部に金属や導電性の異物を入れないでください。回路が短絡して火災の原因になります。 

・周辺の機材に異常が発生した場合にも本機の電源スイッチを切るか電源プラグを抜いてください。 

・長時間運転による発熱にご注意ください。手などの皮膚が長時間にわたり本体へ触れていますと、低温やけどを起こす 

可能性があります。  

・正面パネルなどを開閉する作業が必要な場合は、作業後に必ず元の通りに閉じてください。 

 

注意 

 

誤った取扱いをすると機械や財産の損害など重大な結果を招く恐れがあります。 

 

１、本製品を取扱う際は 

・直射日光、水濡れ、湿気、ほこりなどを避けて使用してください。 

・身体の静電気を取り除いてから作業を行ってください。 

 

２、操作卓の上では飲食やタバコは御遠慮ください。 

コーヒーなどを操作器内にこぼしスイッチや部品の接触不良になります。 

 

３、機械の持ち運びに注意してください。 

落下等による衝撃は機械の故障の原因になります。 

また、足元に落としたりしますと骨折等けがの原因になります。 

 

４、フロッピーディスクやＭＯディスクを取り扱う製品については 

・規格に合わないディスクの使用はドライブの故障の原因になります。 

マニュアルに記載されている規格の製品をご使用ください。 

・長期に渡り性能を維持するために月に一回程度クリーニングキットでドライブおよびＭＯディスクをクリーニングしてください。 

・フィルターの付いている製品はフィルターの清掃を行ってください。 

通風孔がふさがり機械の誤動作および温度上昇による火災の原因になります。 

･強い磁場にかかる場所に置いたり近づけたりしないでください。内部データーに影響を及ぼす場合があります。 

・湿気やほこりの多い場所での使用は避けてください。故障の原因になります。 

・大切なデーターはバックアップを取ることをおすすめします。 

！
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●定期的なお手入れをおすすめします。 

・ほこりや異物等の混入により接触不良や部品の故障が発生します。 

・お手入れの際は必ず電源を切ってプラグを抜いてから行ってください。 

・正面パネルから、または通風孔からのほこり、本体、操作器内部の異物等の清掃。 

・ファンのほこりの清掃 

・カードエッジコネクタータイプの基板はコネクターの清掃を一ヶ月に一度は行ってください。 

 

また、電解コンデンサー、バッテリー他、長期使用劣化部品等は事故の原因につながります。 

安心してご使用していただくために定期的な（５年に一度）オーバーホール点検をおすすめします。 

期間、費用等につきましては弊社までお問い合わせください。 

 

 

**上記現象以外でも故障かなと思われた場合は弊社にご連絡ください。 

 

☆連絡先・・・・・・ビデオトロン株式会社 

〒193-0835 東京都八王子市千人町２－１７－１６ 

 

TEL   042－666－6329 

FAX   042－666－6330 

受付時間  8：30～17：00 

E-Mail   cs@videotron.co.jp 

 

◎土曜・日曜・祝祭日の連絡先 

留守番電話  042－666－6311 

緊急時 **  090－3230－3507 

受付時間   9：00～17：00 

**携帯電話の為、通話に障害を起こす場合がありますので、あらかじめご了承願います。
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1．概 説 

残時間表示装置は、CM等の終了までの残時間をスタジオモニターに表示する装置です。 

本製品は、マスターAPC からのトリガーにより起動します。マスターAPC との接続は局内ネットワークで接続されま

すので設置が簡単に行えます。 

 

 

 

《特 長》 

●残時間表示トリガーはマスターAPC からRS-422 経由でコントロール 

●映像信号はHD-SDI、SD-SDIおよびNTSC に対応 

●表示内容は、残時間、Qテイク、リアルタイム時刻、タイマー表示 

●表示位置と大きさは任意に設定可能 

●24 時間制、30 時間制の切替可能 

●スーパーに着色可能 

●プレート表示可能 （時刻、タイマーのみ） 

●エッジ幅は2段階選択 

●リアルタイム時刻用マスター時計はRS-485 入力 

●マーカーは、4:3/13:9/14:9の3種類あり、白線＆ハーフ、白線、ハーフの切替が可能 

●エマージェンシスルー搭載 （LINE OUT1のみ） 

●電源2重化 （オプション） 

 

 

 

 

※ 本製品は、ホットスワップに対応しておりません。 
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2．機能チェック 

1. 構 成 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. POWER ON までの手順 

（１）本体および操作パネルの電源プラグをAC100Vのコンセントに挿入します 

（２）マスターAPC信号を本体RS-422コネクターへ入力します。 

（３）BBS信号を本体REFコネクターへ接続します。 

（４）リアルタイムの時刻信号を本体RS-485コネクターへ入力します。 

（５）HD、SD、NTSCの本線映像信号を各々専用のコネクターへ入力します。 

（６）HD、SD、NTSCの出力信号をモニターへ接続します。 

（７）パネルと本体を接続します。 

 

※ リアルタイム時刻信号が本体RS-485コネクターに入力されていない場合、RT-70の内部時計で時刻を表示します。

リアルタイム時刻信号が途中で本体RS-485コネクターに入力されなくなった場合、引き続き内部時計で時刻を表

示しますが、リアルタイム時刻信号との誤差が約500ms生じてしまうことがあります。リアルタイム時刻信号が途中

で入力されなくなった場合、早急にリアルタイム時刻信号を入力してください。 

 番号 品 名 型名・規格 数量 記 事 

 1 表示装置本体  1  

 2 操作パネル  1  

 3 取扱説明書  1 本書 

 4 電源ケーブル  2 電源2重化の場合3本

 5 コントロールケーブル 3C 2V 10m 1  

 6 ヒューズ 2A 3  

 7 マウントビス 5m/m 4  

操作パネル 

BBS 

AC IN 

時刻信号入力 

マスターAPC信号 
本線映像信号入力 

NTSC SD-SDI HD-SDI 

NTSC SD-SDI HD-SDI

図 2-1 機能チェック接続図 

Ａ
Ｃ

Ｉ
Ｎ

ＴＡＬＬＹ

Ａ

Ｂ
REMOTE

REF

RS-422

RS-485

PANEL

10/100BASE

1 2LINE OUT

LINE IN

HD-SDI

1 2LINE OUT

LINE IN

SD-SDI

1 2LINE OUT

LINE IN

NTSC

AC IN 
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3. 基本動作チェック 

下記の操作で本体が正常に動作するかをチェックします。 

正常に動作しない場合はP-61「9.トラブルシューティング」を参照してください。 

また、操作はP-14「5.操作方法」を参照してください。 

システムに接続されていない場合は残時間、Qテイク、時刻、タイマーは表示されませんのでご注意ください。 

ここでは、通常モードでのメニューで説明しています。メニューモードについての詳しい説明は、P-17「残時間、Q

テイク、時刻、タイマーの設定方法」を参照してください。 

 

●基本動作チェックのためのシステム例 

①映像フォーマット･･･1080i 

※ご使用になるシステムにあわせて設定してください。NTSC、SDの場合は必要ありません。 

②メインIDのベース素材名･･･1S 

ベース素材名は例です。システムにあわせて設定をしてください。 

③システム遅延時間 

ご使用のシステムにあわせて設定してください。 

④タイマースタート値･･･00:00:30 

⑤タイマー ････････････カウントダウン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）MENUスイッチを押しながらPANEL LOCKスイッチを押しますと、パネルは設定モードに入ります。 

以下、設定モードでは常にMENUスイッチが点灯している状態で行います。 

点滅している各ボタンを押すことで各設定が行えます。 

 

 

 

 

 

 

                             U1    U2   U3                              30H  PANEL LOCK

表示器      SUB ID1   SUB ID2 SUB ID3         REST TIME    MENU  SET/START 

H D MA R K E RR E S T TI METI ME / TI ME R

S U B I D3S U B I D2S U B I D1

U1 U2 U 3

TI ME / TI ME R 3 0 H

S E T / S T A R TME N U

P A N E L L O C K

MONI T OR ON/ OF F

                                  TIME/TIMER HD MARKER TIME/TIMER 

図 2-2 パネル正面図 

REST TIME  TIME/TIMER 

HD MARKER  SUB ID 

図 2-3 表示器 
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（２）映像フォーマットの設定を行います。 

１）MONITOR ON/OFF欄のHD MARKERスイッチを押します。 

２）U1を回し、HD FORMATを表示します。 

 

 

 

 

３）U2を回すとカーソルが動きます。設定する1080iへカーソルを合わせます。 

４）SET/STARTスイッチ押して設定を保存します。 

 

（３）続けてベース素材名を登録します。 

１）SUB ID1スイッチを押します。 

２）U1を回して、表示器にNAMEを表示させます。（上図囲み     内） 

 

 

 

 

 

３）ID番号を選択する 

ID番号は1～32まで選択できます。 

U2で変更するID番号を選択しSET/START スイッチを押してください。 

スイッチが点滅し、表示器にカーソルが表示されます。 

 

４）NAMEを登録する 

U2を回すと、カーソルが移動します。カーソルがある場所に文字が入力できます。 

U3を回すと、数字、アルファベット、スペースが選択でき、4桁まで登録できます。 

初期値に“．．．．”が入力されていますが、不必要な場合スペースで上書きしてください。 

 

 

 

 

 ●スペースを選択する場合 

U3を回し、何も表示されない部分がスペースです。 

 

５）SET/START スイッチを押して設定を保存します。 

 ※ ベース素材名は例です。システムにあわせて設定してください。 

NAME 

ID:1   NAME: 

U1で選択 

U2、U3で設定 

現在の設定モード 

図 2-5 ベース素材の設定 

NAME 

ID:1   NAME:1．．．

図 2-6 素材名の一桁目 

NAME 

ID:1   NAME:1S．．

図 2-7 素材名の二桁目 

 HD FORMAT 

1080i  720P 

U1で選択 

U2で設定 

現在の設定モード 

図 2-4 映像フォーマットの設定 
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（４）続けて（３）で登録したベース素材名をMAIN IDに登録します。 

１）U1を回して、表示器にMAIN IDを表示させます。 

２）U2を回すと、登録されたベース素材名が順番に表示器に現れます。MAINにする素材名1Sを表示しま 

す。 

 

 

 

 

３）SET/STARTスイッチを押して設定を保存します。 

 

（５）残時間表示とQテイクの遅延時間をシステムに合わせて設定します。 

１）REST TIMEスイッチを押し、U1でREMAIN HDにカーソルを合わせます。 

２）SET/STARTスイッチを押します。 

３）U1を回して表示器にREMAIN DELAYを表示させます。 

４）U2を回すと、数値は0から6000msまで10msステップずつ変化します。 

システムの遅延時間を表示器に表示します。残時間の表示は設定値だけ早く表示されます。 

 

 

 

 

 

５）SET/STARTスイッチを押して設定を保存します。 

６）再びREST TIMEスイッチを押して、Qテイクのシステムの遅延時間を設定します。 

U1でQ TAKE HDのところにカーソルを合わせます。 

７）SET/STARTスイッチを押します。 

８）U1を回してQ TAKE DELAYを表示させます。 

９）U2を回すと、数値は0から6000msまで10msステップずつ変化します。 

システムの遅延時間を表示器に表示します。Qテイクの表示は設定値だけ早く表示されます。 

 

 

 

 

１０）SET/STARTスイッチを押して設定を保存します。 

REMAIN  DELAY 

1000

U1で選択 

U2で設定 

図 2-10 表示器 

Q TAKE DELAY 

1000

U1で選択 

U2で設定 

図 2-11 表示器 

MAIN ID 

ID:1   NAME:1S 

U1で選択 

U2、U3で設定 

現在の設定モード 

図 2-8 MAIN IDの設定の表示器 

REMAIN    HD   SD   AN 

Q TAKE    HD   SD   AN 

U1で選択 

図 2-9 表示器 
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（６）時刻表示とタイマー表示の遅延時間をシステムに合わせて設定します。 

１）TIME/TIMERスイッチを押し、U1でHDにカーソルを合わせます。 

 

 

 

 

２）SET/STARTスイッチを押します。 

３）U1を回して表示器にTIME DELAYを表示させます。 

４）U2を回すと、数値は0から6000msまで10msステップずつ変化します。 

システムの遅延時間を表示器に表示します。時刻の表示は設定値だけ早く表示されます。 

 

 

 

 

５）SET/STARTスイッチを押して設定を保存します。 

６）タイマーのシステムの遅延時間を設定します。U1でTIMER DELAYを表示させます。 

７）U2を回すと、数値は0から6000msまで10msステップずつ変化します。 

システムの遅延時間を表示器に表示します。タイマーの表示は設定値だけ早く表示されます。 

 

 

 

 

８）SET/STARTスイッチを押して設定を保存します。 

 

（７）タイマーをアップカウンタにするかダウンカウンタにするかを設定します。 

１）U1を回して表示器にTIMER COUNT MODEを表示させます。（詳細はP-38） 

２）U2を回すとカーソルが動きます。アップカウンタの場合はUP、ダウンカウンタはDOWNにカーソルを 

あわせます。 

 

 

 

 

３）SET/STARTスイッチを押して設定を保存します。 

 

TIMER  DELAY 

1000

U1で選択 

U2で設定 

図 2-14 表示器DELAYの状態 

TIME  DELAY 

1000

U1で選択 

U2で設定 

図 2-13 表示器 

TIME/TIMER 

    HD   SD   AN 

U1で選択 

図 2-12 表示器 

TIMER  COUNT MODE 

UP  DOWN 

U1で選択 

U2で設定 

カーソル 

図 2-15 カウント設定の表示器 
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（８）タイマーの初期値を設定します。 

１）30Hスイッチ横のTIME/TIMERスイッチを押し、表示器にTIMER COUNT INITIALを表示させます。 

２）SET/STARTスイッチを押します。 

３）U1で時、U2で分、U3で秒を設定します。 

 

 

 

 

４）００:００:００～２３:５９:５９まで設定できます。（詳細はP-40） 

５）SET/STARTスイッチを押して設定を保存します。 

 

（９）MENUスイッチを消灯させ設定モードを解除します。 

 

（１０）MONITOR ON/OFF欄で表示したいスイッチを押します。 

・残時間とQテイクを表示する場合： 

REST TIMEスイッチを押します。 

・時刻を表示する場合： 

30Hスイッチの左側にあるTIME/TIMERスイッチが消灯している状態でMONITOR ON/OFF欄にある

TIME/TIMERスイッチを押します。 

・タイマーを表示する場合： 

30Hスイッチの左側にあるTIME/TIMERスイッチが点灯している状態でMONITOR ON/OFF欄にある

TIME/TIMERスイッチを押します。 

 

※ MONITOR ON/OFF欄のREST TIMEスイッチ、TIME/TIMERスイッチ、30Hスイッチの左側にあるTIME/TIMERス

イッチなど表示ON/OFFや表示切り換えに使用するスイッチの効果はカウント中の際は、カウント遅れ防止のた

め次の1秒カウントから反映されます。 

 

 

TIMER  COUNT INITIAL  

H: M: S: 

U1で選択 

U1、U2、U3で設定 

図 2-16 タイマー初期値設定の表示器 
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3．各部の名称と働き 

1. 本 体 

 

 

 

 

①POWER A 

電源ユニットAのスイッチです。 

 

②POWER LED 

電源ランプです。電源ユニットAをONすると緑色に点灯します。 

 

③PSY ALARM 

電源ユニットA側の電圧アラームです。電源ユニットAからの出力電圧が下がると点滅します。 

 

④FAN ALARM 

FANの回転数が低下したり、停止した場合に点滅します。 

 

⑤POWER B 

電源ユニットBのスイッチです。 

 

⑥POWER LED 

電源ランプです。電源ユニットBをONすると緑色に点灯します。 

 

⑦PSY ALARM 

電源ユニットB側の電圧アラームです。出力電圧が下がると点滅します。 

 

⑧FAN ALARM 

FANの回転数が低下したり、停止した場合に点滅します。 

 

 

 

ＰＯＷＥＲ ＡＢ

ＰＳＹ

ＦＡＮ

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

図 3-1 本体正面図 
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2. 背 面 

 

 

①AC-IN（B）電源ユニットB側の電源接続部分です。 

②AC-IN（A）電源ユニットA側の電源接続部分です。 

③FAN 内部冷却用のFANです。 

④TALLY FANまたはPSYのアラームを出力します。 

 

⑤REF IN BBS同期信号を入力します。 

⑥PANEL 操作パネルとの接続コネクターです。 

⑦RS-422 APC通信の信号を入力します。 

⑧RS-485 リアルタイムの時刻信号を入力します。 

⑨REMOTE 将来拡張用コネクターです。 

 

⑩10/100BASE 

将来拡張用コネクターです。 

⑪NTSC LINE IN 

NTSC信号の本線映像信号を入力します。 

⑫NTSC LINE OUT 

時刻や残時間などを表示したNTSC映像信号を出力します。 

LINEOUT1はエマージェンシスルー付きです。 

⑬SD-SDI LINE IN 

SD-SDI信号の本線映像信号を入力します。 

⑭SD-SDI LINE OUT 

時刻や残時間などを表示したSD-SDI映像信号を出力します。 

LINEOUT1はエマージェンシスルー付きです。 

⑮HD-SDI LINE IN 

HD-SDI信号の本線映像信号を入力します。 

⑯HD-SDI LINE OUT 

時刻や残時間などを表示したHD-SDI映像信号を出力します。 

LINEOUT1はエマージェンシスルー付きです。 

 

Ａ
Ｃ

Ｉ
Ｎ

ＴＡＬＬＹ

Ａ

Ｂ
REMOTE

REF

RS-422

RS-485

PANEL

10/100BASE

1 2LINE OUT

LINE IN

HD-SDI

1 2LINE OUT

LINE IN

SD-SDI

1 2LINE OUT

LINE IN

NTSC

①    ②  ③   ④  ⑤ ⑥ ⑦  ⑧                             ⑪   ⑬    ⑮

⑨  ⑩                                   ⑫    ⑭   ⑯ 
図 3-2 本体背面図 
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3. 操作パネル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-3 パネル正面図 

①PANEL LOCK 

SW 入力を受け付けなくします。 

一秒間押し LED 点灯で LOCK になります。解除時も一秒間押してください。 

②30H 

点灯は 30 時間制、消灯は 24 時間制です。 

③TIME/TIMER 

タイマーと時刻の表示を選択します。点灯でタイマー表示になります。 

設定モード時に押しますと、タイマー初期値の設定が行えます。 

④SET/START 

各種の設定用SW、タイマースタート、ストップ、リセット用SW です。 

⑤MENU 

設定モード用SW です。点灯で設定モードになります。 

設定モードには OA モードと通常モードがあります。 

⑥HD MARKER 

HD 用のマーカー表示ON/OFFSW です。点灯でマーカー表示ON、消灯でマーカー表示OFF です。 

⑦REST TIME 

残時間、Q テイク表示SW です。点灯で表示します。 

⑧TIME/TIMER 

時刻／タイマー表示SW です。点灯で表示します。 

⑨SUB ID1 ⑩SUB ID2 ⑪SUB ID3 

SUB ID の残時間、Q テイクを表示する SW です。点灯で有効です。 

⑫U1 ⑬U2 ⑭U3 

文字の色、大きさ、位置等の設定時に使用するロータリーエンコーダーです。 

⑮表示器 

設定メニューを表示します。 

H D MA R K E RR E S T TI METI ME / TI ME R

S U B I D3S U B I D2S U B I D1

U1 U 2 U 3

TI ME / TI ME R 3 0 H

S E T / S T A R TME N U

P A N E L L O C K

M ONI T OR ON/ OF F

④⑤ ⑥ ⑦⑧⑪⑩⑨

①②③ ⑭⑬⑫⑮
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・パネル背面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①パネル電源スイッチ 

電源スイッチです。 

②パネル電源コネクター 

電源コードを接続します。 

③BNCコネクター 

本体との接続コネクターです。 

図 3-4 パネル背面図 

図 3-6 パネルと本体との接続コネクター 図 3-5 パネル電源接続部 

①

② ③

POWER

AC IN (2A) CONT

図 3-7 パネル上側 

② ③ 
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4. モジュール正面 

ＩＮＰＵＴ

RT-70C

０

７ ６

５

４

３２
１

STATUS

FUNCTI ON

CLOCK ALARM

REF ALARM

ALARM

ＩＮＰＵＴ

RT-70HD

図3-8 コントローラモジュール正面 

図3-9 HDモジュール正面 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

① 

① リアルタイム時刻信号とBBSが本製品に正しく入力

されていれば緑色に点灯します。 

② リアルタイム時刻信号が正しく入力されていない場

合オレンジ色に点灯します。 

③ BBSが正しく入力されていない場合オレンジ色に点

灯します。 

④ STATUS表示用7セグLED 動作チェック用 

⑤ FUNCTION用スイッチ 未使用 

① LINEが表示モジュールに正しく入力されていれば緑

色に点灯します。 

 

（１）コントローラモジュール 

（２）表示モジュール 
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4．機能概要 

1. 表 示 

（１）残時間、Qテイク、時刻、タイマーが表示できます。 

（２）時刻やタイマー表示にはプレート表示が可能です。 

（３）HDのシステムに対して使用する場合は4:3、13:9、14:9マーカーが表示できます。 

（４）24時間制、30時間制の切り替え可能です。 

※ 表示の優先順位は、（高）時刻 ＝ タイマー → Qテイク → 残時間 → マーカー（低）で、優先順位の高いも

のが優先順位の低いものの上に重なるように表示されます。時刻とマーカーを表示している場合、マーカーよ

り時刻が手前に表示されます。 

 

 

 

2. ID の設定 

ID番号は1～32までの32個用意されていますので、ベース素材名32個登録できます。 

 

3. 入力信号と表示設定 

（１）入力信号は、HD-SDI、SD-SDI、NTSC ANALOGに対応しています。 

（２）表示設定は、HD-SDI、SD-SDI、NTSC ANALOGそれぞれに設定できます。 

 

 

                                 

                     

 

 

                   
            

時刻／タイマー 

残時間

Q テイク

プレート

マーカー
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5．操作方法 

1. 出力方法 

出力する際のフォントや色、位置などはあらかじめ設定されたもので出力されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 操作の前に、PANEL LOCKスイッチが消灯していることを確認してください。 

PANEL LOCKスイッチが点灯している場合は、一秒間スイッチを押してパネルロックを解除します。 

※ 操作の前に、MENU スイッチが消灯していることを確認してください。 

MENU スイッチが点灯している場合は、消灯させて設定モードを解除してください。 

 

（１）残時間とQテイクの表示 

MONITOR ON/OFF欄にあるREST TIMEスイッチを押し点灯させます。 

スイッチ点灯で出力画面は、残時間／Qテイク表示可能になります。 

 

 

 

 

 

            

 

（２）時刻またはタイマーの表示 

30Hスイッチの左側にあるTIME/TIMERスイッチが点灯でタイマー表示モード、消灯で時刻表示モードです。

MONITOR ON/OFF欄にあるTIME/TIMERスイッチを押し点灯させますと画面に表示します。 

 

 

 

 

 

               

    00：00：30 
 
 

15 
5 4 3 2 1 

図 5-4 タイマー表示 

    00：00：00 
 
 

 
5 4 3 2 1 

図 5-2 Qテイク表示 

  00：00：00 
 
 

15 

図 5-3 残時間表示 

  12：59：59 
 
 

15 
5 4 3 2 1 

図 5-5 時刻表示 

H D MA R K E RR E S T TI METI ME / TI ME R

S U B I D3S U B I D2S U B I D1

U1 U 2 U 3

TI ME / TI ME R 3 0 H

S E T / S T A R TME N U

P A N E L L O C K

M ONI T OR ON/ OF F

      MONITOR ON/OFF欄   TIME/TIMER   PANEL LOCK 

表示器         SUB ID1 SUB ID2 SUB ID3        MENU  SET/START  

図 5-1 パネル正面図 
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（３）マーカーの表示 

MONITOR ON/OFF欄にあるHD MARKERスイッチを押し点灯させます。 

スイッチ点灯で画面にマーカーを表示します。マーカーはHDのみ表示します。 

※ マーカー表示は、あらかじめマーカーサイズを設定してください。（詳細はP-43） 

 

 

 

 

 

 

 

（４）プレートの表示 

時刻表示とタイマー表示には、プレート表示が可能です。 

プレートの表示はスイッチではなく、設定モードの設定で行います。（詳細はP-36） 

 

 

 

 

 

 

 

（５）MAIN ID・SUB IDの表示 

MAIN ID表示は、設定モードの設定で行います。（詳細はP-46） 

SUB ID表示は、SUB ID1～3のスイッチ点灯でSUBIDの残時間／Qテイクを表示することができます。 

残時間の表示優先度は、（高）MAIN ID→SUB ID1→SUB ID2→SUB ID3（低）です。 

表示優先度例： 

SUB ID1の残時間の表示中にMAIN IDの残時間を表示される場合、優先順位の高いMAIN IDの残時間

が表示されます。MAIN IDの残時間表示が終了したとき、まだSUB ID1の残時間カウントが終了していな

ければ、引き続きSUB ID1の残時間表示を始めます。 

 

※ SUB ID1～3スイッチには、あらかじめベース素材名（ID NAME）を設定してください。 

（設定方法はP-49） 

 

（６）30時間表示制と24時間表示制の切り替え 

30Hスイッチが点灯で30時間制（6～30）の表示、消灯で24時間制の表示になります。 

 

   00：00：00 
 
 

15 
5 4 3 2 1 

図 5-6 マーカー表示 

   00：00：00 
 
 

15 
5 4 3 2 1 

図 5-7 プレート表示 
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（７）パネル操作からのタイマースタート 

１）MENU スイッチを消灯させます。 

２）30Hスイッチの左側にあるTIME/TIMERスイッチを点灯させます。 

３）MONITOR ON/OFF欄のTIME/TIMERスイッチを点灯させます。 

４）SET/STARTスイッチは、点滅で停止／一時停止、消灯でカウントスタートです。 

設定されているモードに従ってカウントアップ／ダウンを行います。 

５）SET/STARTスイッチを1秒間押しますとタイマーをリセットします。 

設定されているタイマー初期値、カウントモードになります。 

※ カウントの途中でタイマー初期値、カウントモードを変更された場合、リセットされるまでは前回の設定でカ

ウントを続けます。 

※ タイマーリセットする際にSET/STARTスイッチを1秒間押しますので、ストップ状態からリセットを行いますと

1秒進んでからリセットがかかります。 

 

（８）パネル操作からの残時間スタート 

１）MENU スイッチを消灯させます。 

２）MONITOR ON/OFF欄のREST TIME スイッチを“ピッ”と鳴るまで押し、そのまま押しながらSET/STARTス

イッチを押します。 

パネル操作からの残時間スタートでは、残時間は15秒からカウントダウンを行います。残時間表示テストな

どにご使用ください。 

 

（９）表示器 

設定を行っている場合は、下図のように、現在設定中の項目などが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定を行っていない場合は、下図のように、各SUB IDのNAMEが表示されます。 

 

 

 

 

※ パネルのみ再電源投入された場合、表示器には図 5-9の画面が表示されます。 

SUB 1  SUB 2  SUB 3 

1S      2S      3S  

図 5-9 SUB  ID表示 

SUB NAME 

HD  REMAIN   FONT TYPE 

KAKU  MARU  BAR  LUNA

U1で設定項目の詳細を選
択します。 

上段は現在どの設定項目を設定してい
るか表示します。 

下段は、設定内容を表示します。U2、
U3で設定を行います。 

現在設定中のモジュール名を表示します 

図 5-8 表示器 
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6．残時間、Qテイク、時刻、タイマーの設定方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 設定の前に、PANEL LOCKスイッチが消灯していることを確認してください。 

PANEL LOCKスイッチが点灯している場合は、一秒間スイッチを押してパネルロックを解除します。 

 

メニューには、OA モード、通常モードの 2 種類があります。 

■OA モード 

カウントを継続しながらリアルタイムにポジション設定等が行えます。 

TIME/TIMER の POSITION、TIMER COUNT MODE、TIMER COUNT INITIAL 設定のみ変更できます。 

※ MONITOR ON/OFF欄のTIME/TIMERスイッチ消灯時にOAモードに入りますと時刻／タイマーは表示されませ

んのでご注意ください。 

 

1. 設定項目の選択と終了操作 

（１）MENU スイッチを押して点灯させます。 

OAモードに入り、表示器に設定内容が表示されます。 

 

（２）MONITOR ON/OFF欄のTIME/TIMERスイッチと，30Hスイッチの左側にあるTIME/TIMERスイッチを押して設定

メニューを表示します。 

（３）U1で項目を選択し、U2、U3で細かい設定を行います。 

（４）SET/START スイッチを押します。 

設定データーをバックアップメモリに保存します。 

（５）MENU スイッチを押して設定を終了します。 

メニュー表示が消えます。 

 

※ 設定時にキャンセルされる場合は、SET/START スイッチを押さないでください。 

U1   U2    U3   MONITOR ON/OFF欄     PANEL LOCK 

表示器         SUB ID1 SUB ID2 SUB ID3      MENU  SET/START  

H D MA R K E RR E S T TI METI ME / TI ME R

S U B I D3S U B I D2S U B I D1

U1 U 2 U 3

TI ME / TI ME R 3 0 H

S E T / S T A R TME N U

P A N E L L O C K

M ONI T OR ON/ OF F

図 6-1 パネル正面図 

TIME/TIMER 

  HD   SD   AN 

U1で選択 

図 6-2 表示器 
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2. 時刻、タイマーの設定 

  時刻／タイマーの表示位置、タイマーUP/DOWNの設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

時刻・タイマー（HD/SD/NTSC） 

 U1で選択 U2、U3で決定  

 ↓ ↓  

 FONT POSITION 表示位置              （詳細はP-20） 

  H:  V:   

 TIMER COUNT MODE タイマーのＵＰ／ＤＯＷＮ     （詳細はP-20） 

  UP/DOWN             

U1   U2    U3   MONITOR ON/OFF欄     PANEL LOCK 

表示器                                MENU  SET/START  

H D MA R K E RR E S T TI METI ME / TI ME R

S U B I D3S U B I D2S U B I D1

U1 U 2 U 3

TI ME / TI ME R 3 0 H

S E T / S T A R TME N U

P A N E L L O C K

M ONI T OR ON/ OF F

図 6-3 パネル正面図 
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（１）共通操作 

１）MENU スイッチを押して設定モードに入ります。 

２）MONITOR ON/OFF欄のTIME/TIMER スイッチを押します。 

３）U1を回してカーソルで設定項目を選択します。 

各項目には、HD、SD、アナログモジュールの設定があります。 

 

 

 

 

 

４）START/SET スイッチを押します。 

表示器に設定メニューが表示されます。 

 

 

 

 

 

５）各設定項目に入ります。 

P-20の「（２）表示位置」と「（３）タイマーのＵＰ／ＤＯＷＮ」を設定します。 

 

６）全ての設定が終了したら MENU スイッチを押し設定を終了します。 

メニュー表示が消えます。 

 

TIME/TIMER 

   HD   SD   AN 

U1で選択 

図 6-4 表示器 
カーソル 

図 6-5 時刻設定時の表示器 

HD  TIME  FONT POSITION 

H:0    V:0 

U1で選択 

U2、U3で設定 
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（２）表示位置 

１）U1を回してFONT POSITIONを選択します。 

“現在の設定モード”はHD、SD、アナログ（AN）と設定項目により変化します。 

２）U2とU3を回して表示位置H,Vを設定します。 

画面センターはH:0、V:0です。＋方向でH:右 V:上、－方向でH:左 V:下へ移動します。 

表示範囲： H: HD -960～960ドット SD,AN -360～360ドット 

V: HD -540～540ライン SD,AN -243～243ライン 

HDは、20ステップ、SD/アナログは、4ステップずつ移動します。 

 

 

 

 

 

３）SET/START スイッチを押して設定を保存します。 

４）設定を続けるには、U1を回して次の項目を選択します。 

※ 処理速度向上のためエッジはハードウェアで描画しております。そのため、表示文字を重なる様に表示位

置を設定された場合、文字と文字の重なり合った部分のエッジが消えてしまいます。文字が重ならない様

に表示位置を設定してください。 

※ 表示文字が表示範囲を超えようとした場合リミッターがかかります。表示範囲内で設定してください。 

 

（３）タイマーのＵＰ／ＤＯＷＮ 

１）U1を回してTIMER COUNT MODEを選択します。（※ HD、SD、アナログ共通の設定です。） 

２）U2を回してUP, DOWNを選択します。 

タイマーカウントのUP、DOWNが選択できます。 

カウントアップはタイマーの初期値からカウントアップ、カウントダウンはタイマーの初期値から0までカウ

ントダウンし、0から経過時間としてカウントアップになります。 

UPモードは、30時間制にも対応しており、DOWNモードは対応しておりません。 

 

 

 

 

 

３）SET/START スイッチを押して設定を保存します。 

４）設定を続けるには、U1を回して次の項目を選択します。 

U2、U3で設定 
HD  TIME   FONT POSITION 

H:0  V:0 

U1で選択 現在の設定モード 
HD  TIME 
SD  TIME 
AN  TIME 

図 6-6 表示位置の設定 

TIMER   COUNT MODE 

UP DOWN 

U1で選択 

U2で設定 

カーソル 

現在の設定モード 
TIMER 
(HD,SD,ANA共通) 

図 6-7 カウントの設定 
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3. タイマーの初期値設定 

  タイマー初期値の設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）タイマー初期値 

１）MENU スイッチを押して設定モードに入ります。（点灯時は押さなくて結構です。） 

２）30Hスイッチ横のTIME/TIMER  スイッチを押します。 

３）TIMER COUNT INITIALが表示されます。（※ HD、SD、アナログ共通の設定です。） 

４）U1で時、U2で分、U3で秒を設定します。 

００：００：００から２３：５９：５９まで設定できます。 

 

 

 

 

５）SET/START スイッチを押して設定を保存します。 

時刻・タイマー（HD/SD/NTSC） 

 U1で選択 U1、U2、U3で決定  

 ↓ ↓  

 TIMER COUNT INITIAL タイマー初期値         （詳細は下記） 

  H:  M:  S:          

U1   U2    U3   MONITOR ON/OFF欄     PANEL LOCK 

表示器                                  MENU  SET/START  

H D MA R K E RR E S T TI METI ME / TI ME R

S U B I D3S U B I D2S U B I D1

U1 U 2 U 3

TI ME / TI ME R 3 0 H

S E T / S T A R TME N U

P A N E L L O C K

M ONI T OR ON/ OF F

図 6-8  パネル正面図 

TIMER   COUNT INITIAL 

H:0  M:0  S:0 

U1で選択 

U1、U2、U3で設定 
現在の設定モード 
TIMER 
(HD,SD,ANA共通) 

図 6-9 タイマー初期値設定 
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■通常モード： 

TIME/TIMER/残時間/Q アップの運用は停止・リセットされ、プレビュー文字（例:12:34:56 など）が表示されます。 

全項目を設定することができます。 

 

1. 設定項目の選択と終了操作 

（１）MENU スイッチを押しながらPANEL LOCKスイッチを押し、MENUスイッチを点灯させます。 

通常モードに入り、表示器に設定内容が表示されます。 

（２）MONITOR ON/OFF欄のTIME/TIMER 、REST TIME、HD MARKERとSUBID1 、30Hスイッチの左側にある

TIME/TIMERスイッチを押して設定メニューを表示します。 

（３）U1で項目を選択し、U2、U3で細かい設定を行います。 

（４）SET/START スイッチを押します。 

設定データーをバックアップメモリに保存します。 

（５）MENU スイッチを押して設定を終了します。 

メニュー表示が消えます。 

 

※ 設定時にキャンセルされる場合は、SET/START スイッチを押さないでください。 
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2. 残時間、Q テイク、時刻、タイマーの設定時の基本操作 

（１）MENU スイッチを押しながらPANEL LOCKスイッチを押して設定モードに入ります。 

（２）残時間、Qテイク設定は、MONITOR ON/OFF欄のREST TIMEスイッチ、 

時刻、タイマー設定は、TIME/TIMERスイッチを押します。 

（３）U1を回して、カーソルで設定項目を選択します。 

各項目には、HD、SD、アナログモジュールの設定があります。 

・REST TIMEの場合 

 

 

 

 

・TIME /TIMERの場合 

 

（４）SET/START スイッチを押します。 

表示位置、文字の大きさ等の設定に入ります。 

（５）U1を回して上段の設定項目を選択します。 

（６）U2、U3を回して下段のサブ項目を選択します。 

 

 

 

 

（７）SET/START スイッチを押します。 

設定データーをバックアップメモリに保存します。 

（８）他のモジュールを設定するには、再度（２）から行います。 

必ずSET/START スイッチを押してから（２）を行います。 

SET/START スイッチを押さない場合設定値が保存されません。 

 

 

TIME/TIMER 

HD   SD   AN 

U1で選択 

図 6-11 表示器 

REMAIN   HD  SD  AN 

Q TAKE  HD  SD  AN 

U1で選択 

図 6-10 表示器 
カーソル 

HD  REMAIN  FONT POSITION 

H:0   V:0 

上段 

下段 

図 6-12 表示器 
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3. 残時間、Q テイクの設定 

HD、SD、アナログモジュールの残時間、Qテイクの設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

残時間/Qテイクの設定項目（HD/SD/NTSC） 

 U1で選択 U2、U3で決定  

 ↓ ↓  

 FONT POSITION 表示位置 （詳細はP-26） 

  H:  V:  

 FONT SIZE 文字の大きさ （詳細はP-27） 

    

 FONT SPACE 文字間隔 （詳細はP-28） 

    

 FONT TYPE フォントの種類 （詳細はP-28） 

  KAKU/ MARU/ BAR/ LUNA  

 MAIN ID FONT COLOR MAIN IDフォントカラー （詳細はP-29） 

  G:  C:  H:  

 SUB ID FONT COLOR SUB IDフォントカラー （詳細はP-29） 

  G:  C:  H:  

 EDGE ON/OFF エッジのＯＮ／ＯＦＦ （詳細はP-29） 

  OFF/ EDGE1/ EDGE2  

 EDGE COLOR エッジの色 （詳細はP-30） 

  G:  C:  H:   ※EDGEがON設定時のみ設定できます。

 DELAY 遅延時間の調節 （詳細はP-30） 

  0～6000ms(10ms STEP)  

U1  U2  U3   MONITOR ON/OFF欄          PANEL LOCK

表示器                                  MENU SET/START  

H D MA R K E RR E S T TI METI ME / TI ME R

S U B I D3S U B I D2S U B I D1

U1 U 2 U 3

TI ME / TI ME R 3 0 H

S E T / S T A R TME N U

P A N E L L O C K

M ONI T OR ON/ OF F

図 6-13  パネル正面図 
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（１）共通操作 

１）MENU スイッチを押しながらPANEL LOCKスイッチを押して設定モードに入ります。 

２）MONITOR ON/OFF欄のREST TIME スイッチを押します。 

３）U1を回して、カーソルで設定項目を選択します。 

各項目には、HD、SD、アナログモジュールの設定があります。 

 

 

 

 

４）SET/START スイッチを押します。 

残時間設定では、表示器に設定メニュー、モニターに“９９”が表示されます。 

Q テイク設定では、表示器に設定メニュー、モニターに“５４３２１”が表示されます。 

 

 

 

                 

 

 

 

 

 

 

 

               

５）各設定項目に入ります。 

P-26からの「（２）表示位置」から「（１０）遅延時間」を設定します。 

６）全ての設定が終了したら MENU スイッチを押して設定を終了します。 

メニュー表示が消えます。 

 

 

 

 

 

 

REMAIN   HD  SD  AN 

Q TAKE  HD  SD  AN 

U1で選択 

図 6-14 表示器 
カーソル 

  
 
 

 

５ ４ ３ ２ １ 

図 6-18 Qテイク設定時の出力画面 

 

９９ 

図 6-17 残時間設定時の出力画面 

図6-15 残時間設定の表示器 

HD  REMAIN  FONT POSITION 

H:   V: 

図6-16 Q テイク設定の表示器 

HD  Q TAKE  FONT POSITION 

H:   V: 
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（２）表示位置 

１）U1を回してFONT POSITIONを選択します。 

“現在の設定モード”はHD、SD、アナログ（AN）と設定項目により変化します。 

２）U2とU3を回して表示位置H,Vを設定します。 

画面センターはH:0、V:0です。＋方向でH:右 V:上、－方向でH:左 V:下へ移動します。 

表示範囲：  H: HD -960～960ドット SD,AN -360～360ドット 

V: HD -540～540ライン SD,AN –243～243ライン 

HDは、20ステップ、SD/アナログは、4ステップずつ移動します。 

 

 

 

 

 

 

３）SET/START スイッチを押して設定を保存します。 

４）設定を続けるには、U1を回して次の項目を選択します。 

※ 処理速度向上のためエッジはハードウェアで描画しております。そのため、表示文字を重なる様に表示位

置を設定された場合、文字と文字の重なり合った部分のエッジが消えてしまいます。文字が重ならない様

に表示位置を設定してください。 

※ 表示文字が表示範囲を超えようとした場合リミッターがかかります。表示範囲内で設定してください。 

 

HD  REMAIN  FONT POSITION 

H:   V: 

U1で選択 

U2、U3で設定 
現在の設定モード 
HD  REMAIN 
SD  REMAIN 
AN  REMAIN 
HD  Q TAKE 
SD  Q TAKE 
AN  Q TAKE 図 6-19 表示位置の設定 
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（３）文字の大きさ 

１）U1を回してFONT SIZEを選択します。 

“現在の設定モード”はHD、SD、アナログ（AN）と設定項目により変化します。 

２）U2を回して文字の大きさを設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）SET/START スイッチを押して設定を保存します。 

４）設定を続けるには、U1を回して次の項目を選択します。 

※ 文字の大きさを小さくしたときに、近隣の文字が重なってしまうことがあります。 

そのときは、文字間隔の設定で調整してください。 

※ 文字の大きさを大きくしたときに表示範囲を超えようとするとリミッターがかかり 

それ以上大きく設定ができなくなります。表示位置を調整するなどして再度設定して 

ください。 

HD  REMAIN  FONT SIZE 

20

U1で選択 

U2で設定 

現在の設定モード 
HD  REMAIN 
SD  REMAIN 
AN  REMAIN 
HD  Q TAKE 
SD  Q TAKE  
AN  Q TAKE 図 6-20 文字サイズの設定 

 REMAIN Q TAKE 

HD 140～400級 20～160級 

SD、アナログ 20～140級 20～100級 

表6-1  HD、SD、アナログの文字の大きさ 
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（４）文字間隔 

１）U1を回してFONT SPACEを選択します。 

“現在の設定モード”はHD、SD、アナログ（AN）と設定項目により変化します。 

２）U2を回して文字の間隔を設定します。 

HD 残時間:-100～100ドット  Qテイク:-20～240ドット 

SD,AN 残時間:-40～100ドット Qテイク:-20～120ドット 

HD/SD/アナログ共に4ステップずつ移動します。 

 

 

 

 

 

 

 

３）SET/START スイッチを押して設定を保存します。 

４）設定を続けるには、U1を回して次の項目を選択します。 

※ 文字間隔を詰めすぎますと文字が消えてしまうことがあるのでご注意ください。 

※ 文字間隔を大きくしたときに表示範囲を超えようとするとリミッターがかかり 

それ以上大きく設定ができなくなります。表示位置を調整するなどして再度設定してください。 

 

（５）フォントの種類 

１）U1を回してFONT TYPEを選択します。 

“現在の設定モード”はHD、SD、アナログ（AN）と設定項目により変化します。 

２）U2を回して文字の種類を選択します。 

フォントは4種類から選択できます。 

設定するフォントへカーソルを移動させてください。 

 

 

 

 

 

 

 

３）SET/START スイッチを押して設定を保存します。 

４）設定を続けるには、U1を回して次の項目を選択します。 

 

 

 

 

 

HD  REMAIN  FONT SPACE 

20

U1で選択 

U2で設定 

現在の設定モード 
HD  REMAIN 
SD  REMAIN 
AN  REMAIN 
HD  Q TAKE 
SD  Q TAKE 
AN  Q TAKE 図 6-21 文字間隔の設定 

HD  REMAIN   FONT TYPE 

KAKU  MARU  BAR  LUNA 

U1で選択 

U2で設定 

カーソル 

現在の設定モード 
HD  REMAIN 
SD  REMAIN 
AN  REMAIN 
HD  Q TAKE 
SD  Q TAKE 
AN  Q TAKE 図 6-22 フォントの設定 
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（６）MAIN IDフォントカラー 

１）U1を回してMAIN ID FONT COLORを選択します。 

２）SET/START スイッチを押します。（点滅します。） 

３）U1、U2、U3を回して文字の色を設定します。 

U1 GAIN 輝度 0～110% 

U2 CHROMA 彩度 0～100% 

U3 HUE 色相 0～359° 

 

 

 

 

 

４）SET/START スイッチを押して設定を保存します。 

５）設定を続けるには、U1を回して次の項目を選択します。 

 

（７）SUB IDのフォントカラー 

１）U1を回してSUB ID FONT COLORを選択します。 

２）SET/START スイッチを押します。（点滅します。） 

３）U1、U2、U3を回して文字の色を設定します。 

U1 GAIN 輝度 0～110% 

U2 CHROMA 彩度 0～100% 

U3 HUE 色相 0～359° 

 

 

 

 

 

４）SET/START スイッチを押して設定を保存します。 

５）設定を続けるには、U1を回して次の項目を選択します。 

 

（８）エッジのＯＮ／ＯＦＦ 

１）U1を回してEDGEを選択します。 

２）U2を回してエッジの幅を選択します。 

OFF、EDGE1、EDGE2が選択できます。 

 

 

 

 

３）SET/START スイッチを押して設定を保存します。  

４）設定を続けるには、U1を回して次の項目を選択します。 

MAIN ID FONT COLOR 

G:0  C:0  H:0 

U1で選択 

U1、U2、U3で設定 

現在の設定モード 

図 6-23 MAIN ID文字色の設定 

SUB ID FONT COLOR 

G:0  C:0  H:0 

U1で選択 

U1、U2、U3で設定 

現在の設定モード 

図 6-24 SUB ID文字色の設定 

EDGE  

OFF EDGE1 EDGE2 

U1で選択 

U2、U3で設定 

現在の設定モード 

図 6-25 EDGE幅設定 
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（９）エッジの色 

※ EDGEがOFF以外の設定時のみ設定できます。 

１）U1を回してEDGE COLORを選択します。 

２）SET/START スイッチを押します。 

３）U1、U2、U3を回して文字の色を設定します。 

U1 GAIN 輝度 0～110% 

U2 CHROMA 彩度 0～100% 

U3 HUE 色相 0～359° 

 

 

 

 

 

４）SET/START スイッチを押して設定を保存します。 

５）設定を続けるには、U1を回して次の項目を選択します。 

 

（１０）遅延時間の調節 

１）U1を回してDELAYを選択します。 

※ HD、SD、アナログ共通の設定です。 

２）U2を回して遅延時間の設定をします。 

0～6000msまで10msのステップで設定できます。 

設定した値だけ早く表示します。 

 

 

 

 

 

３）SET/START スイッチを押して設定します。 

４）設定を続けるには、U1を回して次の項目を選択します。 

 ※ 遅延時間を設定する際に、P-54「5.外部コントロールのタイミングチャート」を参照してください。 

※ システムの遅延がないときは、０に設定してください。 

REMAIN    DELAY  

1000

U1で選択 

U2で設定 

現在の設定モード 
REMAIN 
Q TAKE 
(HD,SD,ANA共通) 

図 6-27 遅延時間の設定 

EDGE COLOR 

G:0  C:0  H:0 

U1で選択 

U1、U2、U3で設定 

現在の設定モード 

図 6-26 EDGE色設定 
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4. 時刻、タイマーの設定 

時刻またはタイマーの設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

時刻／タイマー（HD/SD/NTSC） 

 U1で選択 U2、U3で決定  

 ↓ ↓  

 FONT POSITION 表示位置             （詳細はP-33） 

  H:  V:   

 FONT SIZE 文字の大きさ          （詳細はP-33） 

    

 MAIN ID FONT COLOR MAIN ID フォントカラー  （詳細はP-34） 

  G: C: H:  

 EDGE ON/OFF エッジのＯＮ／ＯＦＦ （詳細はP-34） 

  OFF/ EDGE1/ EDGE2  

 EDGE COLOR エッジの色 （詳細はP-34） 

  G: C: H: ※EDGEがOFF以外の設定時のみ設定できます。 

 FONT SPACE 文字間隔             （詳細はP-35） 

    

 FONT TYPE フォントの種類         （詳細はP-35） 

  KAKU/ MARU/ BAR/ LUNA  

 PLATE ON/OFF プレートＯＮ／ＯＦＦ        （詳細はP-36） 

  OFF/ON  

 PLATE POSITION プレートの表示位置       （詳細はP-36） 

  H:  V:  ※PLATEがON設定時のみ設定できます。 

 PLATE SIZE プレートの大きさ        （詳細はP-37） 

  H:   V: ※PLATEがON設定時のみ設定できます。 

 PLATE COLOR プレートの色          （詳細はP-37） 

  G: C: H: ※PLATEがON設定時のみ設定できます。 

 PLATE LEVEL プレートのレベル        （詳細はP-38） 

  100% ※PLATEがON設定時のみ設定できます。 

 TIMER COUNT MODE タイマーのＵＰ／ＤＯＷＮ    （詳細はP-38） 

  UP/DOWN            ※タイマーのみ設定できます。 

U1   U2   U3   MONITOR ON/OFF欄         PANEL LOCK

表示器                                  MENU  SET/START  

H D MA R K E RR E S T TI METI ME / TI ME R

S U B I D3S U B I D2S U B I D1

U1 U 2 U 3

TI ME / TI ME R 3 0 H

S E T / S T A R TME N U

P A N E L L O C K

M ONI T OR ON/ OF F

図 6-28  パネル正面図 
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 TIME DELAY 時刻の遅延時間         （詳細はP-39） 

  0～6000ms(10ms STEP)  

 TIMER DELAY タイマーの遅延時間       （詳細はP-39） 

  0～6000ms(10ms STEP)  

 

（１）共通操作 

１）MENU スイッチを押しながらPANEL LOCKスイッチを押して設定モードに入ります。 

２）MONITOR ON/OFF欄のTIME/TIMER スイッチを押します。 

３）U1を回してカーソルで設定項目を選択します。 

各項目には、HD、SD、アナログモジュールの設定があります。 

 

 

 

 

４）START/SET スイッチを押します。 

表示器に設定メニュー、モニターに“１２：３４：５６”が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５）各設定項目に入ります。 

P-33からの「（２）表示位置」から「（１５）遅延時間」を設定します。 

 

６）全ての設定が終了したら MENU スイッチを押して設定を終了します。 

メニュー表示が消えます。 

 

TIME/TIMER 

  HD   SD   AN 

U1で選択 

図 6-29 表示器 
カーソル 

                   12：34：56
 

図 6-31 出力画面 

図 6-30 表示器 

HD  TIME  FONT POSITION 

H:0  V:0 
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（２）表示位置 

１）U1を回してFONT POSITIONを選択します。 

“現在の設定モード”はHD、SD、アナログ（AN）と設定項目により変化します。 

２）U2とU3を回して表示位置H,Vを設定します。 

画面センターはH:0、V:0です。＋方向でH:右 V:上、－方向でH:左 V:下へ移動します。 

表示範囲： H: HD -960～960ドット SD,AN –360～360ドット 

 V: HD -540～540ライン SD,AN -243～243ライン 

HDは、20ステップ、SD/アナログは、4ステップずつ移動します。 

 

 

 

 

 

３）SET/START スイッチを押して設定を保存します。 

４）設定を続けるには、U1を回して次の項目を選択します。 

※ 処理速度向上のためエッジはハードウェアで描画しております。そのため、表示文字を重なる様に表示位

置を設定された場合、文字と文字の重なり合った部分のエッジが消えてしまいます。文字が重ならない様

に表示位置を設定してください。 

※ 表示文字が表示範囲を超えようとした場合リミッターがかかります。表示範囲内で設定してください。 

 

（３）文字の大きさ 

１）U1を回してFONT SIZEを選択します。 

“現在の設定モード”はHD、SD、アナログ（AN）と設定項目により変化します。 

２）U2を回して文字の大きさを設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）SET/START スイッチを押して設定を保存します。 

４）設定を続けるには、U1を回して次の項目を選択します。 

※ 文字の大きさを小さくしたときに、近隣の文字が重なってしまうことがあります。 

そのときは、文字間隔の設定で調整してください。 

※ 文字の大きさを大きくしたときに表示範囲を超えようとするとリミッターがかかり 

それ以上大きく設定ができなくなります。表示位置を調整するなどして再度設定してください。 

HD  TIME  FONT POSITION 

H:0  V:0 

U1で選択 

U2、U3で設定 

現在の設定モード 
HD  TIME 
SD  TIME 
AN  TIME 

図 6-32 表示位置の設定 

HD  TIME    FONT SIZE 

20 

U1で選択 

U2で設定 

現在の設定モード 
HD  TIME 
SD  TIME 
AN  TIME 

図 6-33 文字サイズの設定 

 TIME/TIMER 

HD 20～100級 

SD、アナログ 20～80級 

表6-2  HD、SD、アナログの文字の大きさ 
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（４）MAIN IDフォントカラー 

１）U1を回してMAIN ID FONT COLORを選択します。 

２）SET/START スイッチを押します。（点滅します。） 

３）U1、U2、U3を回して文字の色を設定します。 

U1 GAIN 輝度 0～110% 

U2 CHROMA 彩度 0～100% 

U3 HUE 色相 0～359° 

 

 

 

 

４）SET/START スイッチを押して設定を保存します。 

５）設定を続けるには、U1を回して次の項目を選択します。 

 

（５）エッジのＯＮ／ＯＦＦ 

１）U1を回してEDGEを選択します。 

２）U2を回してエッジの幅を選択します。 

OFF、EDGE1、EDGE2が選択できます。 

 

 

 

 

３）SET/START スイッチを押して設定を保存します。  

４）設定を続けるには、U1を回して次の項目を選択します。 

 

（６）エッジの色 

※ EDGEがOFF以外の設定時のみ設定できます。 

１）U1を回してEDGE COLORを選択します。 

２）SET/START スイッチを押します。 

３）U1、U2、U3を回して文字の色を設定します。 

U1 GAIN 輝度 0～110% 

U2 CHROMA 彩度 0～100% 

U3 HUE 色相 0～359° 

 

 

 

 

４）SET/START スイッチを押して設定を保存します。 

５）設定を続けるには、U1を回して次の項目を選択します。 

MAIN ID FONT COLOR 

G:0  C:0  H:0 

U1で選択 

U1、U2、U3で設定 

現在の設定モード 

図 6-34 MAIN ID文字色の設定 

EDGE COLOR 

G:0  C:0  H:0 

U1で選択 

U1、U2、U3で設定 

現在の設定モード 

図 6-36 EDGE色設定 

EDGE  

OFF EDGE1 EDGE2 

U1で選択 

U2、U3で設定 

現在の設定モード 

図 6-35 EDGE幅設定 
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（７）文字間隔 

１）U1を回してFONT SPACEを選択します。 

“現在の設定モード”はHD、SD、アナログ（AN）と設定項目により変化します。 

２）U2を回して文字の間隔を設定します。 

HD :-20～100ドット  SD,AN :-20～40ドット 

HD/SD/アナログ共に4ステップずつ移動します。 

 

 

 

 

３）SET/START スイッチを押して設定を保存します。 

４）設定を続けるには、U1を回して次の項目を選択します。 

※ 文字間隔を詰めすぎますと文字が消えてしまうことがあるのでご注意ください。 

※ 文字間隔を大きくしたときに表示範囲を超えようとするとリミッターがかかり 

それ以上大きく設定ができなくなります。表示位置を調整するなどして再度設定してください。 

 

 

（８）フォントの種類 

１）U1を回してFONTを選択します。 

“現在の設定モード”はHD、SD、アナログ（AN）と設定項目により変化します。 

２）U2を回して文字の種類を選択します。 

フォントは4種類から選択できます。 

設定するフォントへカーソルを移動させてください。 

 

 

 

 

 

３）SET/START スイッチを押して設定を保存します。 

４）設定を続けるには、U1を回して次の項目を選択します。 

 

HD  TIME    FONT SPACE 

20

U1で選択 

U2で設定 

現在の設定モード 
HD  TIME 
SD  TIME 
AN  TIME 

図 6-37 文字間隔の設定 

HD  TIME     FONT TYPE 

KAKU  MARU  BAR  LUNA 

U1で選択 

U2で設定 

カーソル 

現在の設定モード 
HD  TIME 
SD  TIME 
AN  TIME 

図 6-38 フォントの設定 
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（９）プレートＯＮ／ＯＦＦ 

１）U1を回してPLATEを選択します。 

“現在の設定モード”はHD、SD、アナログ（AN）と設定項目により変化します。 

２）U2を回して表示を選択します。 

OFF、ONが選択できます。 

 

 

 

 

 

３）SET/START スイッチを押して設定を保存します。 

４）設定を続けるには、U1を回して次の項目を選択します。 

 

（１０）プレートの表示位置 

※ PLATEがON設定時のみ設定できます。 

１）U1を回してPLATE POSITIONを選択します。 

“現在の設定モード”はHD、SD、アナログ（AN）と設定項目により変化します。 

２）U2とU3を回して表示位置H,Vを設定します。 

画面センターはH:0、V:0です。＋方向でH:右 V:上、－方向でH:左 V:下へ移動します。 

表示範囲： H: HD -960～960ドット SD,AN –360～360ドット 

V: HD -540～540ライン SD,AN -243～243ライン 

HD/SD/アナログ共に4ステップずつ移動します。 

 

 

 

 

３）SET/START スイッチを押して設定を保存します。 

４）設定を続けるには、U1を回して次の項目を選択します。 

※ プレートが表示範囲を超えようとした場合リミッターがかかります。表示範囲内で設定してください。 

HD  TIME   PLATE POSITION 

H:0   V:0 

U1で選択 

U2、U3で設定 

図 6-40 プレート位置の設定 

現在の設定モード 
HD  TIME 
SD  TIME 
AN  TIME 

HD    TIME    PLATE  

OFF ON 

U1で選択 

U2で設定 

カーソル 

現在の設定モード 
HD  TIME 
SD  TIME 
AN  TIME 

図 6-39 プレートのON/OFF 
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（１１）プレートの大きさ 

※ PLATEがON設定時のみ設定できます。 

１）U1を回してPLATE SIZEを選択します。 

“現在の設定モード”はHD、SD、アナログ（AN）と設定項目により変化します。 

２）U2とU3を回して大きさH,Vを設定します。 

U2 H: HD 20～1800ドット SD,AN 20～700ドット 

U3 V: HD 20～500ライン  SD,AN 20～200ライン 

 

 

 

 

 

 

３）SET/START スイッチを押して設定を保存します。 

４）設定を続けるには、U1を回して次の項目を選択します。 

※ プレートの大きさを大きくしたときに表示範囲を超えようとするとリミッターがかかり 

それ以上大きく設定ができなくなります。表示位置を調整するなどして再度設定してください。 

 

（１２）プレートの色 

※ PLATEがON設定時のみ設定できます。 

１）U1を回してPLATE COLORを選択します。 

“現在の設定モード”はHD、SD、アナログ（AN）と設定項目により変化します。 

２）SET/START スイッチを押します。（点滅します。） 

３）U1、U2、U3を回して文字の色を設定します。 

U1 GAIN 輝度 0～110% 

U2 CHROMA 彩度 0～100% 

U3 HUE 色相 0～359° 

 

 

 

 

 

４）SET/START スイッチを押して設定を保存します。 

５）設定を続けるには、U1を回して次の項目を選択します。 

 

 

HD  TIME     PLATE SIZE 

H:0  V:0 

U1で選択 

U2、U3で設定 

図 6-41 プレートサイズの設定 

現在の設定モード 
HD  TIME 
SD  TIME 
AN  TIME 

HD TIME    PLATE COLOR 

G:0  C:0  H:0 

U1で選択 

U1、U2 、U3で設定 

図 6-42 プレートカラーの設定 

現在の設定モード 
HD  TIME 
SD  TIME 
AN  TIME 
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（１３）プレートのレベル 

※ PLATEがON設定時のみ設定できます。 

１）U1を回してPLATE LEVELを選択します。 

“現在の設定モード”はHD、SD、アナログ（AN）と設定項目により変化します。 

２）U2を回してレベルを設定します。 

0～100％まで設定できます。 

100％で透過しなくなります。 

 

 

 

 

 

３）SET/START スイッチを押して設定を保存します。 

４）設定を続けるには、U1を回して次の項目を選択します。 

 

（１４）タイマーのＵＰ／ＤＯＷＮ 

１）U1を回してTIMER COUNT MODEを選択します。（※ HD、SD、アナログ共通の設定です。） 

２）U2を回してUP, DOWNを選択します。 

タイマーカウントのUP、DOWNが選択できます。 

カウントアップはタイマーの初期値からカウントアップ、カウントダウンはタイマーの初期値から０までカウ

ントダウンし、０から経過時間としてカウントアップになります。 

UPモードは、30時間制にも対応しており、DOWNモードは対応しておりません。 

 

 

 

 

 

３）SET/START スイッチを押して設定を保存します。 

４）設定を続けるには、U1を回して次の項目を選択します。 

HD TIME    PLATE LEVEL 

20 

U1で選択 

U2で設定 

図 6-43 プレートレベルの設定 

現在の設定モード 
HD  TIME 
SD  TIME 
AN  TIME 

TIMER   COUNT MODE 

UP DOWN 

U1で選択 

U2で設定 

カーソル 
図 6-44 カウントの設定 

現在の設定モード 
TIMER 
(HD,SD,ANA共通) 
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（１５）時刻／タイマーの遅延時間 

１）U1を回してTIME DELAY又はTIMER DELAYを選択します。（※ HD、SD、アナログ共通の設定です。） 

２）U2を回して遅延時間の設定をします。 

0～6000msまで10msのステップで設定できます。 

設定した値だけ早く表示します。 

 

 

 

 

 

３）SET/START スイッチを押して設定を保存します。 

４）設定を続けるには、U1を回して次の項目を選択します。 

※ 遅延時間を設定する際に、P-54「5.外部コントロールのタイミングチャート」を参照してください。 

※ システムの遅延がないときは、０に設定してください。 

 

 

TIME   DELAY 

1000

U1で選択 

U2で設定 

図 6-45 遅延時間の設定 

現在の設定モード 
TIME 
TIMER 
(HD,SD,ANA共通) 
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5. タイマーの初期値の設定 

タイマー初期値の設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）タイマー初期値 

１）MENU スイッチを押しながらPANEL LOCKスイッチを押して設定モードに入ります。 

２）30Hスイッチ横のTIME/TIMER  スイッチを押します。 

３）TIMER COUNT INITIALを選択します。（※ HD、SD、アナログ共通の設定です。） 

４）U1で時、U2で分、U3で秒を設定します。 

００：００：００から２３：５９：５９まで設定できます。 

 

 

 

 

５）SET/START スイッチを押して設定を保存します。 

 

 

 

 

 

 

 

時刻・タイマー（HD/SD/NTSC） 

 U1で選択 U1、U2、U3で決定  

 ↓ ↓  

 TIMER COUNT INITIAL タイマー初期値         （詳細は下記） 

  H:  M:  S:          

U1   U2    U3   MONITOR ON/OFF欄     PANEL LOCK 

表示器                                   MENU  SET/START  

H D MA R K E RR E S T TI METI ME / TI ME R

S U B I D3S U B I D2S U B I D1

U1 U 2 U 3

TI ME / TI ME R 3 0 H

S E T / S T A R TME N U

P A N E L L O C K

M ONI T OR ON/ OF F

図 6-46  パネル正面図 

現在の設定モード 
TIMER 
(HD,SD,ANA共通) 

TIMER   COUNT INITIAL 

H:0  M:0  S:0 

U1で選択 

U1、U2、U3で設定 

図 6-47 タイマー初期値設定 
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6. マーカー、入力フォーマット、SD スクイズ表示の設定 

HD MARKERスイッチで、マーカー、入力フォーマット、SDスクイズ表示の設定が行えます。 

※マーカー、入力フォーマットの設定は、HDだけの設定項目です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マーカー／フォーマット／スクイズ表示 

 U1で選択 U2、U3で決定  

 ↓ ↓  

 HD MARKER SIZE マーカーのサイズ （詳細はP-44） 

  4:3/13:9/14:9  

 HD MARKER TYPE マーカーの種類 （詳細はP-43） 

  LINE&HALF / LINE / HALF  

 HD MARKER LEVEL HALFマーカーのレベル （詳細はP-43） 

  20～100% ※MARKER TYPEがLINE以外の設定時のみ設定できます。

 HD FORMAT 映像フォーマット （詳細はP-44） 

  1080i/720P  

 SD DISP MODE SD用スクイズ表示選択 （詳細はP-45） 

  4:3/16:9  

U1   U2   U3   MONITOR ON/OFF欄      PANEL LOCK 

表示器                                   MENU  SET/START  

H D MA R K E RR E S T TI METI ME / TI ME R

S U B I D3S U B I D2S U B I D1

U1 U 2 U 3

TI ME / TI ME R 3 0 H

S E T / S T A R TME N U

P A N E L L O C K

M ONI T OR ON/ OF F

図 6-48 パネル正面図 
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（１）共通操作 

１）MENU スイッチを押しながらPANEL LOCKスイッチを押して設定モードに入ります。 

２）MONITOR ON/OFF欄のHD MARKER  スイッチを押します。 

表示器に設定メニュー、モニターに‘９９’を表示します。 

３）U1を回して設定項目を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）U1、U2、U3を回して設定項目内容を設定します。 

※ 設定項目によってU1、U2、U3の動作は異なります。 

 

５）SET/START スイッチを押して設定を保存します。 

※ SET/START スイッチを押さないで設定モードを抜けると、設定は保存されないのでご注意ください。 

HD MARKER SIZE 

4:3   13:9   14:9 

マーカ―サイズ設定 

HD MARKER TYPE 

L&H   LINE  HALF 

マーカータイプ設定 

HD FORMAT  

1080i  720P 

フォーマット設定 

図 6-49 設定時の表示器の状態 

HD MARKER LEVEL 

20 

マーカーレベル設定 

SD DISP MODE 

4:3  16:9 

SD用スクイズ表示設定 
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（２）マーカーの種類 

※ HDのみ設定できます。 

１）U1を回してHD MARKER TYPEを選択します。 

２）U2を回してマーカーの種類を選択します。 

L&H(LINE&HALF) 白線と外側ハーフ / LINE 白線 / HALF 外側ハーフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）SET/START スイッチを押して設定を保存します。 

４）設定を続けるには、U1を回して次の項目を選択します。 

 

 

（３）HALFマーカーのレベル 

※ HDのみ設定できます。 

※ HD MARKER TYPEがLINE以外の設定時のみ設定できます。 

１）U1を回してHD MARKER LEVELを選択します。 

２）U2を回してLEVELを設定します。 

20～100%まで設定できます。100％で透過しなくなります。 

 

 

 

 

 

３）SET/START スイッチを押して設定を保存します。 

４）設定を続けるには、U1を回して次の項目を選択します。 

 

図 6-54 モニター画面（HALF） 

HD MARKER TYPE 

L&H   LINE   HALF 

U1で選択 

U2で設定 

現在の設定モード 

図 6-52 マーカータイプの設定 

図 6-53 モニター画面（LINE） 

HD MARKER LEVEL 

20

U1で選択 

U2で設定 

現在の設定モード 

図 6-55 マーカーレベルの設定 
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（４）マーカーのサイズ 

※ HDのみ設定できます。 

１）U1を回してHD MARKER SIZEを選択します。 

２）U2を回してマーカーのサイズを選択します。 

4:3 / 13:9 / 14:9 

HDモジュールのみ有効です。 

 

 

 

 

  

 

３）SET/START スイッチを押して設定を保存します。 

４）設定を続けるには、U1を回して次の項目を選択します。 

 

 

（５）映像フォーマット 

※ HDのみ設定できます。 

１）U1を回してHD FORMATを選択します。 

２）U2を回してフォーマットを選択します。 

1080i/720P 

 

 

 

 

 

１）SET/START スイッチを押して設定を保存します。 

２）MENU スイッチを押し設定モードから一度抜けてください。次の設定から選択したフォーマットになります。 

３）設定を続けるには、U1を回して次の項目を選択します。 

※ 1080iから720P フォーマットに切り換えますと、1080iフォーマット時のフォントサイズ設定などは消えてし

まいます。その逆で720Pから1080iフォーマットに切り換えても720Pフォーマット時のフォントサイズ設定

などは消えてしまうのでご注意ください。 

 

図 6-56 映像フォーマットの設定 

HD FORMAT 

1080i  720P 

U1で選択 

U2で設定 

現在の設定モード 

   
 
 

 
 

図 6-51 モニター画面 

HD MARKER SIZE 

4:3  13:9  14:9 

U1で選択 

U2で設定 

現在の設定モード 

図 6-50 マーカーサイズの設定 
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（６）SD用スクイズ表示選択 

※ SDのみ設定できます。 

１）U1を回してSD DISP MODEを選択します。 

２）U2を回してSD DISP MODEを設定します。 

4:3／16:9 

 

 

 

 

 

３）SET/START スイッチを押して設定を保存します。 

４）設定を続けるには、U1を回して次の項目を選択します。 

 

※ SDモニターの表示モードが4:3でSD DISP MODEが16:9に設定されていた場合、文字がつぶれて表示さ

れます。また、SDモニターの表示モードが16:9でSD DISP MODEが4:3に設定されていた場合、文字が太っ

て表示されます。SDモニターの表示モードと合わせてご使用ください。 

※ SDモジュールの内部動作は4:3で動作していますので、文字の表示位置などのリミッターは4:3領域でか

かります。 

図 6-57 SD用スクイズ表示設定 

SD DISP MODE 

4:3  16:9 

U1で選択 

U2で設定 

現在の設定モード 
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7. ID の設定 

ベース素材のID登録、MAIN ID、SUB IDの設定をします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

IDの設定 

 U1で設定 U2、U3の設定  

    

 MAIN ID MAIN IDの登録 詳細はP-48 

  ID:1 NAME:1S  

 SUB ID1 SUB ID1の登録 詳細はP-48 

  ID:2 NAME:2S  

 SUB ID2 SUB ID2の登録 詳細はP-48 

  ID:3 NAME:3S  

 SUB ID3 SUB ID3の登録 詳細はP-48 

  ID:4 NAME:4S  

 NAME IDのベース素材名登録 詳細はP-49 

  ID:1 NAME:1S  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

U1   U2    U3   MONITOR ON/OFF欄     PANEL LOCK 

表示器         SUB ID1 SUB ID2 SUB ID3       MENU  SET/START  

H D MA R K E RR E S T TI METI ME / TI ME R

S U B I D3S U B I D2S U B I D1

U1 U 2 U 3

TI ME / TI ME R 3 0 H

S E T / S T A R TME N U

P A N E L L O C K

M ONI T OR ON/ OF F

図 6-58 パネル正面図 
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（１）共通操作 

１）MENU スイッチを押しながらPANEL LOCKスイッチを押して設定モードに入ります。 

２）SUB ID1 スイッチを押します。 

３）U1を回して設定項目を選択します。 

 

４）U1、U2、U3を回して設定項目内容を設定します。 

※ 設定項目によってU1、U2、U3の動作は異なります。 

 

５）SET/START スイッチを押して設定を保存します。 

※ SET/START スイッチを押さないで設定モードを抜けると、設定は保存されないのでご注意ください。 

 

図6-59 各設定時の表示器の内容 

NAME 

ID:12  NAME:1S12 

ＩＤのベース素材名登録 

MAIN ID 

ID:1  NAME:1S 

MAIN ID設定 

SUB ID1 

ID:2  NAME:2S 

SUB ID1の登録 

SUB ID3 

ID:4   NAME:4S 

SUB ID3の登録 

SUB ID2 

ID:3  NAME:3S 

SUB ID2の登録 
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（２）MAIN  IDの登録 

１）U1を回してMAIN IDを選択します。 

２）U2を回してベース素材名を選択します。 

ID:1～32が選択できます。 

  

 

 

 

３）SET/START スイッチを押して設定を保存します。 

４）設定を続けるには、U1を回して次の項目を選択します。 

 

（３） SUB  IDの登録方法１ 

１）MENUスイッチを消灯させた状態でSUB ID1のスイッチを1秒間押します。 

（SUBID1～3のどのスイッチを押しても同じ設定モードに入ります。） 

２）U1、U2、U3を回して各SUB IDを設定します。 

U1   SUB ID1 

U2   SUB ID2 

U3   SUB ID3 

３）SUB ID1のスイッチを押して設定を保存します。 

（SUBID1～3のどのスイッチを押しても設定は保存されます。） 

※ SUB ID1のスイッチを1秒間“ピッ”と音が鳴るまで押しつづけ、音が鳴った後スイッチを放さずさらに３秒間

押しつづけるとID: 32がSUB1、SUB2、SUB3に割り振られSUB ID登録なしの意味合いになります。 

 

（４） SUB  IDの登録方法２ 

１）U1を回してSUB ID1を選択します。 

２）U2を回してベース素材名を選択します。 

ID:1～32が選択できます。 

※ MAIN IDで、すでに登録されているID番号を使用した場合 

SUB IDよりMAIN IDの優先順位が高いのでMAIN IDの設定で 

SUB IDも動作しますのでご注意ください。 

 

 

 

 

 

３）SET/START スイッチを押して設定を保存します。 

４）SUB ID2, SUB ID3も１）～３）の設定手順で登録します。 

５）設定を続けるには、U1を回して次の項目を選択します。 

MAIN ID 

ID:1   NAME:1S 

U1で選択 

U2、U3で設定 

現在の設定モード 

図 6-60 MAIN  IDの登録 

現在の設定モード 

SUB ID1 

ID:1    NAME:2S 

U1で選択 

U2、U3で設定 

図 6-62 SUB  ID1の登録 

SUB 1  SUB 2  SUB 3 

1S      2S      3S 

図 6-61 SUB  IDの登録 

SUB NAME 



 49 

（５）IDのベース素材名登録 

１）U1を回してNAMEを選択します。 

 

 

 

 

 

２）ID番号を選択する 

ID1～32まで選択できます。 

U2でID番号を選択しSET/START スイッチを押してください。 

スイッチが点滅し、表示器にカーソルが表示されます。 

 

３）NAMEを登録する 

U2を回すと、カーソルが移動します。カーソルがある場所に文字が入力できます。 

U3を回すと、数字、アルファベット、スペースが選択できます。 

４桁まで登録できます。 

初期値に“．．．．”が入力されていますが、不必要な場合はスペースで上書きしてください。 

  

 

 

 

●スペースを選択する場合 

U3を回し、何も書かれないのがスペースです。 

 

４）SET/START スイッチを押して設定を保存します。 

５）設定を続けるには、U1を回して次の項目を選択します。 

  

 

※ ID番号 32は、SUB ID登録なしの意味合いを持たせるため、４桁全てスペースで埋められています。SUB 

ID登録を行いたくない場合は「ID: 32」を選択してください。また、マスターPCから４桁全てスペースで埋め

られているベース素材名が送信されてくると残時間表示してしまうので送らないでください。４桁全てスペ

ースで埋められているベース素材名を使用する場合は、ID番号 32のNAMEを使用しないベース素材名

に登録しなおしてください。 

NAME 

ID:10  NAME: 

U1で選択 

U2、U3で設定 

現在の設定モード 

図 6-63 ベース素材の設定 

NAME 

ID:10  NAME:1．．． 

図 6-64 素材名の一桁目 

NAME 

ID:10  NAME:1S．． 

図 6-65 素材名の二桁目 
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7．接続例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

操作パネル 

BBS 

AC IN 

時刻信号入力 

マスターAPC信号 
本線映像信号入力 

NTSC SD-SDI HD-SDI 

NTSC SD-SDI HD-SDI 

図7-1 機能チェック接続図 

Ａ
Ｃ

Ｉ
Ｎ

ＴＡＬＬＹ

Ａ

Ｂ
REMOTE

REF

RS-422

RS-485

PANEL

10/100BASE

1 2LINE OUT

LINE IN

HD-SDI

1 2LINE OUT

LINE IN

SD-SDI

1 2LINE OUT

LINE IN

NTSC

AC IN 
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8．外部インターフェース 

 

１．RS-422 (D-sub9pin(f)、マスターAPC信号入力) 

通信速度 38400bps 

ビット構成  スタート:1ビット データー:8ビット パリティ:なし ストップ:1ビット 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ケーブル用適合コネクター    型番：HDEB-9P（メーカー：HIROSE） 

 ケーブル用適合コネクターカバー 型番：17JE-09H-1C（メーカー：DDK） 

 注）必ず上記の指定されたコネクター、カバーを使用してください。 

 

 

２．RS-485 (D-sub9pin(f)、時刻信号入力) 

通信速度 2400bps 

ビット構成  スタート:1ビット データー:8ビット パリティ:なし ストップ:1ビット 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ケーブル用適合コネクター    型番：HDEB-9P（メーカー：HIROSE） 

 ケーブル用適合コネクターカバー 型番：17JE-09H-1C（メーカー：DDK） 

 注）必ず上記の指定されたコネクター、カバーを使用してください。 

 

５ ４ ３ ２ １ 

９ ８ ７ ６ 

R S - 4 2 2 

図 8-1 RS-422コネクター 

５ ４ ３ ２ １ 

９ ８ ７ ６ 

R S - 4 8 5 

図 8-2 RS-485コネクター 

ピン番号 信号名 入出力 

1 GND - 

2 TXD- 出力 

3 RXD+ 入力 

4 GND - 

5 - - 

6 GND - 

7 TXD+ 出力 

8 RXD- 入力 

9 GND - 

ピン番号 信号名 入出力 

1 GND - 

2 - - 

3 RXD- 入力 

4 GND - 

5 - - 

6 GND - 

7 - - 

8 RXD+ 入力 

9 GND - 
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３．REMOTE （D-sub15pin(f)） 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケーブル用適合コネクター  型番：D02-M15PG-N-F0（メーカー：JAE） 

ケーブル用適合コネクターコンタクト 型番：D02-22-26P-PKG100（メーカー：JAE） 

ケーブル用適合コネクターカバー  型番：17JE-09H-1C（メーカー：DDK） 

注）必ず上記の指定されたコネクター、コンタクト、カバーを使用してください。 

ピン番号 内容   

1 PIN0 接点入力 未定義 

2 PIN1 接点入力 未定義 

3 PIN2 接点入力 未定義 

4 PIN3 接点入力 未定義 

5 PIN4 接点入力 未定義 

6 GND -  

7 GND -  

8 POUT0 接点出力 時刻断 

9 POUT1 接点出力 REF断 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

POUT2 

POUT3 

POUT4 

COM 

COM 

NC 

接点出力 

接点出力 

接点出力 

POUT用 

POUT用 

 

 

 

 

 

 

1

REMOTE（入力側） REMOTE（出力側）

2

3

4

5

6

7

TAKE

REMOTE用コネクタ-

5 1

15 11TALLY

8

13

14

9

10

11

12

TAKE

TAKE

TAKE

TAKE

TAKE

時刻の入力断の時に8-13、または8-14番ピ
ンがMAKEします。
ピン間の絶対最大定格は60V、300mAです。

図 8-3 REMOTEコネクタ-

 

 
TAKE TAKE 

0.1S 
以上 

0.1S 
以上 

～～
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４．V-Bus 70,71,73,74 共通 TALLYピン配列 

 

Vbus TALLY ピン配列
Dsub- 9pin （ｆ)

筐体背面
1

6

2

3

5

7

Vbus

5 1

9 6

TALLYALARM

FAN、電源の異常時※1に1-６番ピンが
MAKEします。ピン間の絶対最大定格は
60V、300mAです。
２，５，７番ピンは未接続にして下さい。

※1FANの回転数が規定回転数を下回る
時。または電源が規定電圧（4.75V）を下
回る時。

9

Reserve

SGND

+5V

Reserve

PGND

 

図8-4 TALLYピン配列 

 

 ケーブル用適合コネクター  型番：HDEB-9P（メーカー：HIROSE） 

 ケーブル用適合コネクターカバー 型番：17JE-09H-1C（メーカー：DDK） 

 注）必ず上記の指定されたコネクター、カバーを使用してください。 
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５．外部コントロールのタイミングチャート 

１）タイマー、残時間、Qテイクスタート信号と遅延時間の関係について 

遅延時間は、運針を早める方向に作用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

※ 残時間表示は、残時間スタート信号（マスターAPC信号）で表示し、JustTime信号に同期したRT-70内部時計で

運針します。（スタート時点からの１秒周期で運針します。）。Qテイクも同上です。 

※ タイマースタート信号（パネルからのスタート信号）と遅延時間の関係についても同上です。 

 

２）リアルタイム時刻信号と時刻遅延時間の関係について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本装置内の遅れは、フォントのサイズにもよりますが約100msあります。時刻、タイマー、残時間、Qテイク遅延時間は、

この点を考慮して調整してください。遅延時間は、運針を早める方向に作用します。 

リアルタイム時刻信号 

(JustTime) 

1秒

残時間スタート 

30” 

残時間遅延時間

(Remain Delay) 

28” 

30” 29” 28” 

JustTime JustTime JustTime 

29” Remain Delay 0 

Remain Delay 200mS 

リアルタイム時刻信号 

(JustTime) 

1 秒 

9:45:30 9:45:31 9:45:32 9:45:33 

9:45:30 9:45:31 9:45:32 

9:45:30 9:45:31 9:45:32 

時刻遅延時間

(Time Delay) 

Time Delay 0 

Time Delay 

200mS 

1秒

図 8-5 リアルタイム時刻信号と遅延時間の関係 

図 8-6 リアルタイム時刻と遅延時間の関係 
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３）リアルタイム時刻信号とタイマー、残時間、Qテイクスタート信号の関係について 

時刻の１秒カウントから0.06秒以内にタイマー、残時間、Qテイクのカウントがスタートされた場合、タイマー、

残時間、Qテイクカウントは時刻と同期します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．マスターAPCとの通信について 

１）シリアル通信 

マスターAPCは、各スタジオに対して、ベース切り替え時のサービス番号、OAベース素材名、NEXTベー

ス素材名、入／出フラグ、残秒数をスタジオリメイン表示器用NDS経由で残時間表示装置にシリアル制御

にて出力します。 

残時間表示装置では、マスターAPCからのメッセージに含まれるベース素材（スタジオ名）を参照して、

どのスタジオに対する残時間なのかを判断して表示します。 

なお、カウントアップ、ダウン処理はスタジオ残時間表示装置側で行うものとし、マスターAPCからは毎

秒出力されない仕様です。（入りは60秒、出は5秒） 

 

※ 新たな制御メッセージのベース素材（スタジオ名）が、すでに残時間又はQテイクを表示中のベース素材（スタジ

オ名）であった場合、残時間表示装置は先に表示されているベース素材（スタジオ名）を優先するので、新たな

制御メッセージは破棄されますのでご注意ください。（先にきた電文優先表示） 

残時間、Qテイクカウントの残り1秒前から再び新しい制御メッセージが実行できます。 

 

例：１S△△（△:スペース）の残時間を表示中に１SL△の制御メッセージが送信されてきても先に表示されている１S

△△を優先するので、1SL△の制御メッセージは破棄します。 

 

※ OA VB素材とNEXT VB素材が同一のサブの場合、そのサブの残時間等は表示せず制御メッセージは破棄され

ます。 

 

1 秒 

・リアルタイム時刻信号 

・残時間スタート 

0.06 秒以内 

図 8-7 リアルタイム時刻信号と残時間スタート信号の関係 
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２）制御メッセージフォーマット 

   マスターAPC～残時間表示器間で使用する制御メッセージフォーマットを以下に示します。 

 

 

（ａ）STX：0x02 

（ｂ）サービス：対象となるサービスを指定 ←残時間表示装置では使用していません。 

0x01：Local-ServiceⅠ 

0x02：Local-ServiceⅡ 

0x03：Local-ServiceⅢ 

0x04：Local-ServiceⅣ 

0x05：Local-ServiceⅤ 

0x06：アナログSTL 

0x11：H11(HD-NET) 

0x12：H12(HD-NET) 

0x13：H13(HD-NET) 

0x14：H14(HD-NET) 

0x15：H15(HD-NET) 

0x16：H16(HD-NET) 

0x21：S11(SD-NET) 

0x22：S11(SD-NET) 

0x23：S12(SD-NET) 

0x24：S13(SD-NET) 

0x25：S14(SD-NET) 

0x26：S15(SD-NET) 

0x31：N11(アナログNET) 

0x32：N12(アナログNET) 

0x33：N13(アナログNET) 

0x34：N14(アナログNET) 

（ｃ）OA VB素材：OAのベース切り替え素材を4桁で指定 

1スタジオ：“1S1△”（△：半角スペース） 

（ｄ）NEXT VB素材：NEXTのベース切り替え素材を4桁で指定 

1スタジオ：“1S1△”（△：半角スペース） 

（ｅ）残秒数：残秒数をBCDコードで指定 

例) 60秒 → 0x60 

15秒 → 0x15 

0秒 → 0x00  表示オフ 

（ｆ）入/出フラグ：入／出の区別を指定 

0：出 

1：入 

（ｇ）ETX：0x03 

STX 

（1） 

サービス 

（2） 

OA VB 素材 

（4） 

残秒数 

（2） 

NEXT VB 素材 

（4） 

ETX

（1）

入/出 

（1） 
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３）プロトコル 

マスターAPC～残時間表示装置間でのシリアル制御はマスターAPCからの電文出力のみで、残時間表示

装置側からのACK/NAKの返信はしません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）制御メッセージ例 

マスターAPCからは以下のような制御メッセージか送られてきます。 

残時間表示装置は、自分のＩＤか選択ＩＤかを判断して表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＣＭに入るときはQテイク、ＣＭ中は残時間の表示を行います。 

残秒数が0のときは、表示はオフになります。 

 

2スタジオ（2S）【300”】 

 

CM 【60”】 

 

2スタジオ（2S）【300”】 

 

CM【60”】 

OA：2S 

NEXT：CM 

入出：1(入) 

残秒数：60” 

OA：CM 

NEXT：2S 

入出：1(入) 

残秒数：60” 

OA：2S 

NEXT：CM 

入出：0(出) 

残秒数：5” 

OA：CM 

NEXT：2S 

入出：0(出) 

残秒数：5” 

OA：2S 

NEXT：CM 

入出：0(出) 

残秒数：5” 

OA：2S 

NEXT：CM 

入出：1(入) 

残秒数：60” 

Ｑテイク 

有効メッセージ 

残時間 

有効メッセージ 

マスターＡＰＣ～ 残時間表示装置

制御メッセージ 

図 8-8 プロトコルについて 

図 8-9 スタジオ/ＣＭの連続 
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５）アンタイムQテイクの制御メッセージ例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先にきた電文を優先表示するので、上記図の場合、①の電文が表示され②の電文は破棄されます。 

 

 

 

CM 

 

2 スタジオ 

60 秒

 

CM 

T イベント 
TAKE

押下 

5 秒 

TAKE釦押下によるリアル化で電文出力 

（残時間はTAKE秒 例残時間：5秒） 

上記例では、入と出の2電文出力 

①OA BASE：2S 

  NEXT BASE：CM 

  入／出フラグ：0（出） 

  残時間：0x05 

②OA BASE：2S 

  NEXT BASE：CM 

  入／出フラグ：1（入） 

  残時間：0x05 

60秒前には電文出力しない 

図 8-10 アンタイムQテイク 
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７．時刻信号入力について（RS-485） 

年（下2桁）・月日・曜日・時分秒のデーターを後端同期方式で受け取ります。 

a) 通信速度 2400bps 

b) 同期方式 非同期（調歩同期） 

ｃ) キャラクターフォーマット 

スタートビット:1ビット データービット:8ビット パリティ:なし ストップビット:1ビット  

d) データーフォーマット 

 

 

 

 

 

e) 内容詳細（※１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

f) 内容詳細（※２） 

 

 

 

 

 

  

ジャストタイム（※2） 

S

T

X

E

T

X 

3バイト固定長 

S

T

X 

E

T

X

データー（※１） 

15バイト固定長 

データー順 データー内容 文字 HEXコード 

１ スタート STX 02H 

２ 10年 0～9 30～39H 

３ 1年 0～9 30～39H 

４ 10月 0～1 30～31H 

５ 1月 0～9 30～39H 

６ 10日 0～3 30～33H 

７ 1日 0～9 30～39H 

８ 曜日 0～6 

※3 

30～36H 

９ 10時 0～2 30～32H 

１０ 1時 0～9 30～39H 

１１ 10分 0～5 30～35H 

１２ 1分 0～9 30～39H 

１３ 10秒 0～5 30～35H 

１４ 1秒 0～9 30～39H 

１５ ストップ ETX 03H 

データー順 データー内容 文字 HEXコード 

１ スタート STX 02H 

２ ジャストタイム  E5H 

３ ストップ ETX 03H 
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g) 内容詳細（※3） 

 

 

 

h) データータイミング 

 

 

 

 

 

 

 

i) 出力波形 

 

 

文字 0 1 2 3 4 5 6 

内容 SUN MON TUE WED THU FRI SAT 

N秒データー 

5～7mS 

N-1秒 

5～8mS 

Ｊ・Ｔ 

Ｎ秒 

スタートビット 

ストップビット 

（＋） 

（－） 

TxD－を基準にして 

TxD＋側の電圧波形 
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9．トラブルシューティング  

 

トラブルが発生した場合の対処方法です。 

（文中の→は対処方法を示しています） 

 

現象 電源が入らない。 

原因 ・本体正面の電源スイッチはON側になっていますか？ 

・本体の電源ケーブルのプラグはコンセントに挿入されていますか？ 

・本体のヒューズは切れていませんか？ 

→もし交換してすぐにヒューズが切れるようであれば、直ちに使用を中止し、次ページの連絡先にご連絡くださ

い。 

 

現象 入力信号素材が正常にモニターに出力されない。 

原因 ・入力信号の設定がシステムに合っていますか？ 

→設定方法はP-44「映像フォーマット」を参照してください。 

 

現象 出力画面がまったく表示されない。 

原因 ・モニターと本体は正しく接続されていますか？ 

・電源スイッチはON側になっていますか？ 

 

現象 パネルで設定しても、正常に動作しない。 

原因 ・パネルと本体が接続されていますか？  

 

現象 各スイッチを押しても反応がない。LEDが点灯しない。 

原因 ・PANEL LOCK スイッチが点灯していませんか？  

 →点灯している場合、1秒間押してPANEL LOCK スイッチを消灯してください。 

 

現象 残時間や時刻のタイミングがずれる。 

原因 ・遅延時間は正しく調整されていますか？ 

→残時間、Qテイク（P-30）、時刻、タイマー（P-39）それぞれに遅延時間の設定がございますので、システムに

あわせて設定をして下さい。 

 

現象 プレートが表示されない。 

原因 ・表示位置、色、大きさなどが見えにくい設定になっていませんか？ 

→P-36からのプレート設定でご確認ください。 
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現象 本線映像信号に時刻などが表示されない 

原因 ・MONITOR ON/OFF欄のスイッチはONになっていますか？ 

・時刻信号は正しく入力されていますか？ 

→ 時刻信号が入力されていないとタイマーも使用できません。P-2機能チェック接続図またはP-8各部の名称

と働きで、正しく接続されているかご確認ください。 

 

・PANEL LOCKスイッチが点灯していませんか？ 

→ PANEL LOCKスイッチを消灯してから、30Hスイッチの左側にあるTIME/TIMERスイッチを消灯、 

MONITOR ON/OFF欄のTIME/TIMERスイッチを点灯にして下さい。時刻が表示されます。 

 

・タイマーの時刻設定は間違いなく行われていますか？ 

→ P-38 TIMER COUNT MODE、P-40 TIMER COUNT INITIALの設定をご確認ください。 

 

・フォントの大きさが大きすぎたり小さすぎたり、見えにくい色などに設定されていませんか？ 

→ 時刻、タイマーの設定で、P-33の文字の大きさやP-35の文字間隔を、P-34のMAIN ID フォントカラーをご確

認ください。 

 

・モニターと本体は正しく接続されていますか？ 

→ P-2機能チェック接続図またはP-8各部の名称と働きで、正しく接続されているかご確認ください。 

 

 

 

 

お問い合わせは、当社製造技術部までご連絡ください。 

  ☆連絡先・・・・・・ビデオトロン株式会社 

〒193-0835 東京都八王子市千人町２－１７－１６ 

TEL ０４２－６６６－６３２９ 

FAX ０４２－６６６－６３３０ 

受付時間 ８：３０～１７：００ 

e_mail cs@videotron.co.jp 

土曜、日曜、祝祭日時は本マニュアル最終頁の緊急時の連絡先をご参照ください。 
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10．保守・点検 

 

1.  ヒューズの交換方法 

  

マイナスドライバー等で、下からヒューズホルダーの爪(A部)に引っかけ、手前に引き出してヒューズの交換をし

てください。 

 

2.  出荷時の設定に戻す 

SET/START スイッチを押しながら電源をＯＮにしてください。表示器に“RT-70C initial”と表示されたらスイッチ

を放しても結構です。“ピピピッ”という音が鳴りましたら出荷状態の設定に戻りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A
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11．仕 様 

 

1. 定 格 

◇コントローラ 

・入力信号 

リファレンス信号 BBS 0.43Vp-p/75Ω 

マスター時刻信号 Dsub-9ピン メス BCD直列信号 RS-485準拠 

・コントロール信号 

接点入出力信号 D-sub 高密度15ピン メス 5入力5出力 

RS-422  D-sub 9ピン メス  1系統 

 

◇HD-SDI 

・入力信号 

映像本線信号 HD-SDI SMPTE-292M準拠 BNC 1 系統 

・出カ信号 

映像本線信号 HD-SDI SMPTE-292M準拠 BNC 2 系統 

 

◇SD-SDI 

・入力信号 

映像本線信号 SD-SDI SMPTE-259M準拠 BNC 1 系統 

・出カ信号 

映像本線信号 SD-SDI SMPTE-259M準拠 BNC 2 系統 

 

◇NTSC 

・入力信号 

映像本線信号(NTSC) VBS1.0Vp-p/75 Ω  BNC 1 系統 

・出カ信号 

映像本線信号(NTSC) VBS1.0Vp-p/75 Ω  BNC 2 系統 

 

◇デジタルフォーマット 

HD-SDI 1080i 1920×1080 59.94Hz 

720p 1280×720  59.94Hz 

SD-SDI D1 720×486  59.94Hz 

 

◇制御信号入力 

リモコンパネル BNC 

時間入力  RS-485 

◇コントロール  RS-422 

◇電源  AC90V ～110V50/60Hz60VA  
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◇外形寸法 

本体  420W ×88H ×450D （ゴム足を除く） 

パネル  420W ×44H ×80D 

◇質量 

本体  8kg  

パネル  1.2kg  

◇動作温度  0～40 ℃ 

◇動作湿度           20～80％RH（但し、結露なきこと） 

 

2. 性 能 

◇HD-SDI 

サンプリング周波数 74.18MHz （59.94Hz ） 

本線信号分解能 10 ビット 

本線遅延時間 0.7μs以下 

 

◇SD-SDI 

サンプリング周波数 13.5MHz （59.94Hz ） 

本線信号分解能 10 ビット 

本線遅延時間 1.72μs以下 

 

◇NTSC 

本線遅延時間 30ns以下 
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3. 機 能 

◇残時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇Qテイク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 HD SD NTSC 

残時間表示 SS 

フォント種類 角ゴシック体／丸ゴシック体／BAR体／ルナ体 

文字間隔 -100～100ドット -40～100ドット 

表示範囲 H:-960～960ドット 

V:-540～540ライン 

H: -360～360ドット 

V: -243～243ライン 

720p FORMAT H:-640～640ドット 

V:-360～360ライン 

 

文字の大きさ 140～400級 20～140級 

720p FORMAT 20～200級  

遅延時間の調節 0～6000mS 

 

 HD SD NTSC 

Qテイク表示 5秒前から表示 

フォント種類 角ゴシック体／丸ゴシック体／BAR体／ルナ体 

文字間隔 -20～240ドット -20～120ドット 

表示範囲 H:-960～960ドット 

V:-540～540ライン 

H: -360～360ドット 

V: -243～243ライン 

720p FORMAT H:-640～640ドット 

V:-360～360ライン 

 

文字の大きさ 20～160級 20～100級 

720p FORMAT 20～100級  

遅延時間の調節 0～6000mS 
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◇時刻/タイマー表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇HD・SD・ANA共通項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 本製品は、ホットスワップに対応しておりませんのでご注意ください。 

 HD SD NTSC 

時刻表示 HH:MM:SS 

フォント種類 角ゴシック体／丸ゴシック体／BAR体／ルナ体 

文字間隔 -20～100ドット -20～40ドット 

表示範囲 H:-960～960ドット 

V:-540～540ライン 

H: -360～360ドット 

V: -243～243ライン 

720p FORMAT H:-640～640ドット 

V:-360～360ライン 

 

文字の大きさ 20～100級 20～80級 

720p FORMAT 20～80級  

プレート表示 ON／OFF 

プレート表示範囲 H:-960～960ドット 

V:-540～540ライン 

H: -360～360ドット 

V: -243～243ライン 

プレートの大きさ H: 20～1800ドット 

V: 20～500ライン 

H: 20～700ドット 

V: 20～200ライン 

720p FORMAT H: 20～1200ドット 

V: 20～400ライン 

 

プレートの色 G:0～110% C:0～100% H: 0～359° 

プレートレベル 0～100％（100％で透過しなくなります。） 

遅延時間の調節 0～6000mS 

 

 HD SD NTSC 

MAIN IDフォントカラー設定 G:0～110% C:0～100% H: 0～359° 

SUB IDのフォントカラー設定 G:0～110% C:0～100% H: 0～359° 

エッジ幅 OFF／EDGE1／EDGE2 

エッジ色 G:0～110% C:0～100% H: 0～359° 

マーカーサイズ 4:3 / 13:9 / 14:9 

マーカー種類 白線と外側ハーフ / 白線 / 外側ハーフ 

HALFマーカーのレベル 20～100%（100％で透過しなくなります。） 

映像フォーマット 1080i / 720P 

SD用スクイズ表示選択 4:3 / 16:9 
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12．外形寸法図 

 

1. 本 体 
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図 12-1 本体外形寸法図 
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2. パネル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 12-2 パネル外形寸法図 
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 御使用者各位  

 

 

 

製造技術部 

 

 

 

緊 急 時 の 連 絡 先 に つ い て 

 

日頃は、当社の製品をご使用賜わりまして誠にありがとうございます。 

ご使用中の製品が故障する等の緊急時には、下記のところへご連絡いただければ 

適切な処置を取りますので宜しくお願い申し上げます。 

 

記 

 

◎営業日の連絡先 

            製造技術部 

〒193-0835 東京都八王子市千人町２－１７－１６ 

ＴＥＬ ０４２－６６６－６３２９ 

ＦＡＸ ０４２－６６６－６３３０ 

受付時間 ８：３０～１７：００ 

e-mail:cs@videotron.co.jp 

 

◎土曜・日曜・祝祭日の連絡先 

 留守番電話 ０４２－６６６－６３１１ 

 緊急時    ０９０－３２３０－３５０７ 

 受付時間   ９：００～１７：００ 

 

 ※携帯電話の為、通話に障害を起こす場合がありますので、あらかじめご了承願います。 

 

 

 

 

 



 

  

 

 

 

 

 無断転写禁止  

 

・このファイルの著作権はビデオトロン株式会社にあります。 

 

・このファイルに含まれる文書および図版の流用を禁止します。 

 

 


